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機器撤去後の天井、壁、床等の補修は既存仕上げと同等とする。29　撤去後の補修

　 その他（　　　　　　　　）
施行令第2条の「建築物環境衛生管理基準」による。）
雑用水の水質測定（建築物における衛生的環境の確保に関する法律

の条例等の定めがある場合は、その定めによる｡）

する専用水道に該当しないものは除くものとするが、地方公共団体
第１０条による水質検査とする。ただし、水道法第3条第6項に規定

　 二次側電気配線絶縁抵抗の測定　　 接地抵抗の測定
　 室内気流及びじんあいの測定 　 　 騒音の測定
　 風量調整　　　　 水量調整　 　　 室内外空気の温湿度の測定

飲料水の水質測定(水道法施行規則(昭和３２年厚生省令第４５号)

<2-1.3. 3>
運転調整後に下記の総合試運転調整を行い、測定報告書を提出すること。

あらかじめ、総合試運転に係る計画書を提出すること。また、各機器の個別28　総合試運転調整

　抑制対策を本工事で行う場合の具体的抑制対策は図示による。
・ 発生機器側（本工事）での抑制

　※ 別途工事（　　工事区分）　　・ 本工事区分
・ 受電設備側での抑制

(2－1．2．2. 2)　は次による。
「高調波抑制対策技術指針（一社）日本電気協会」による高調波抑制対策
「高圧又は特別高圧で受電する需要家の高調波抑制ガイドライン」及び

(高調波対策）
及び操作盤

27　ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ用制御及

(3)設計監理業務として行う営繕年報作成のため、工事諸元情報の提供に協力すること。

(2)電子データは、「要領等」に示されたファイルフォーマットに基づいて作成すること。

に係る電子納品運用ガイドライン等の秋田県運用」(以下､｢要領等｣という)による｡

「要領等」で特に記載のない項目については、原則として電子データを
提出する義務はないが、「要領等」の解釈に疑義がある場合は監督職員と

協議の上、電子化の是非を決定するものとする。

(営繕工事編)、営繕工事電子納品要領　【令和4年改定】および｢官庁営繕事業

(1) 完成 図書等の取 扱は ,｢官 庁営繕事業 に係る電子 納品運用 ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ
　ただし、監督職員の承諾があった場合はこの限りでない。

受注者は、次により電子納品を行うものとする。
5.工事概要ファイル

3.完成写真　（主要な機器等の外観10枚程度)

4.官公署届出書類

1.完成図　（　ＣＡＤ　　　ＰＤＦ）　　　2.監督職員が指示した図面等
電子媒体に格納するもの

電子媒体（監督職員提出用）　　　　　　　（　　　部）26　電子納品等

25　完成図等

※附属品、予備品、保守工具等は引継目録を添えて提出する

(5)　電子納品対象工事にあっては電子媒体
(4) 保全に関する資料

(6)　その他監督職員が指示したもの

24　工事写真

・キャビネ版 外部１枚、内部１枚営繕年報用

　工事中、完成時ともカラ－写真とする。

サービス版

サービス版

・サービス版

・キャビネ版 同 上

完 成 時 工事写真の撮り方 建築設備編

工事写真の撮り方 建築設備編

工事写真の撮り方 建築設備編

分　 類 提出部数撮　影　箇　所規　　格

着 工 前

工 事 中

写真はﾃﾞｼﾞﾀﾙ写真も可とし、その仕様は監督職員の指示による。

この表のほか監督職員が必要と認め、指示した箇所及び部数。また、上記の

(3) 完成図及び施工図Ａ３版縮小図を二つ折りしたもの
(2) 完成図及び施工図（原寸）二つ折りに製本したもの

※カギ等の表示札は樹脂製（市販品）とする

※完成検査後に次の完成図等を速やかに提出する。　 　　　　<1－1．8．1>

(1) 完成図書（提出様式は監督職員の指示による）

（2-2.4. 1)

　継手標準仕様書によらない取付箇所及び取付要領は図示による｡ (2-2.2. 12)

※　ﾍﾞﾛｰｽﾞ形　　　　　ｽﾘｰﾌﾞ形 　　　 　 <2-2.2. 7. 1>

を2回塗りとする。ﾍﾟｲﾝﾄ色は監督職員の指示による。

　　　保温化粧ｹｰｽ(樹脂製)　　　 その他（　　　　　　　） 　(2-3.1. 4)

4　FF式給排気筒

5　冷媒管の外装

6　ﾀﾞｸﾄ塗装

　　　工事の保温

3　給排水衛生設備

　　　　ﾀﾞｸﾄ（SA）、排気用ﾀﾞｸﾄ（EA）の全てを保温する。

　(３)熱交換型の換気扇ﾀﾞｸﾄは、外気取入用ﾀﾞｸﾄ（OA）、室内給気用

　(２)地下ﾋﾟｯﾄ換気用排気ﾀﾞｸﾄは、ﾋﾟｯﾄ内を除く部分全てを保温とする。

　　　　保温する。

　注(１)外気取り入れﾀﾞｸﾄの全てと、排気用ﾀﾞｸﾄの外壁から1ｍのゾーンは

2　空気調和設備

1　保温施工

３
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以下とする。

保持時間は管内容積10ﾘｯﾄﾙ以下は5分間以上、10ﾘｯﾄﾙを超え50ﾘｯﾄﾙ以下
は10分間以上、50ﾘｯﾄﾙを超えるものは24分間以上とする。

　気密試験の圧力値は高圧部1.56MPa以上、低圧部8.4kPa以上10.0kPa

　気密試験及び点火試験とする。

３ ｶﾞｽ（液化石油ｶﾞｽ設備）配管

空気圧試験の最小圧力は0.1MPaとする。

２　油配管

に代えることが出来るが完成時まで水圧試験を実施する。
　水圧試験を空気圧試験(最大常用圧力の1.5倍、または最高0.2MPa）

１　凍結の恐れのある水配管

方法については監督職員との協議による。

なお、配管施工完成時の系統全領域にわたる耐圧試験も実施することとし、
(ウ)保温施工
(イ)配管完了後の塗装(ねじ部のさび止めペイントは除く｡)
(ア)隠ぺい又は埋戻し

耐圧試験は、以下のいずれかの施工前に行う｡11　試験

　　　4　 保護管内での銅管の接続はしない。

　　　3　 屋外の保護管は曲がり部分も含む。

　　　2　 屋外（屋外埋設、土間埋設）

　注．1　 屋内（露出、いんぺい、間仕切り内）

　８　８　

（継手、曲り部分を除く）は一般ﾋﾞﾆﾙ管とし、下記による。
　ＦＦ温風機等の油配管用途に銅管を使用するときの保護管

及び吊り間隔

10　銅管の保護管

※　保護埋設　　　　　　直埋設
２　地中油管

また、埋設表示用ﾃｰﾌﾟ（ ポリエチレン製）は折返し付きとする。

地中埋設標の位置は図示による。 　　　　 　　(2-2.7. 1)

１　一般事項9　地中配管

8　吊りﾎﾞﾙﾄ及び

7　絶縁ﾌﾗﾝｼﾞ、継手

※　つば付き鋼管製　　　　亜鉛鉄板製

水密を要する梁、床、壁のスリーブ　　　 　(2-2.2. 27)6　ｽﾘｰﾌﾞ

(2-2.2. 23)※ ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金製　　 　合成樹脂製　　　 ｽﾃﾝﾚｽ鋼製　5　水　栓　柱

4 緊急遮断弁装置 遮断弁　　　　　　　 電気式　 　　機械式　　　 （2-2.2. 22)

地震感知器　　　　　 電子式　 　　機械式　　　

取付箇所は図示による。　　　　　　　　　　　 　 　 　　<2-2.3. 16>3　耐火二層管伸縮継手

2　鋼管用伸縮管継手本工事において、受注者は法定外の労災保険に付さなければならない。

保険
35　法定外の労災

(2)受注者は、快適トイレの設置にあたっては、「快適トイレ実施要領」に基づき、

(1)設置に要する費用は、当初は計上していない。

場合や、積算上限額を超える費用については、別途計上は行わない。

また、運搬費は共通仮設費(率)に含むものとし、２基より多く設置する
なお、設計変更数量の上限は、男女別で各１基ずつ２基/工事までとする。

更時において、支出実態のわかる資料により、設計変更の対象とする。
監督職員と協議の上、規格、基数等の詳細について決定することとし、精算変

　　対象

34　快適トイレ導入

障害の予防対策の一層の推進を図ること。

従い、建築物等の解体等の作業における石綿ばく露防止対策を実施し、健康

建築物の改修にあっては労働安全衛生法、同施行令及び石綿障害予防規則に
石綿作業主任者を配置する｡また、特定石綿等(ｱｽﾍﾞｽﾄ）の存在が想定される33　石綿作業
公共事業に反映させるよう努めなければならない｡

受注者は監督職員と協議を行い、県の定める環境方針を具体的に

31　契約不適合点検

32　環境への配慮

注者は立ち会うこと。

　契約事項による契約不適合責任期間満了前に契約不適合点検を行うので受

　JIS Z 3801に基づく(社)日本溶接協会の管溶接の資格を有する者とする。23　溶接工

22　技能士

　 　冷凍空気調和機器施工(冷凍空気調和機器施工作業)
　　 熱絶縁施工(保温保冷工事作業)

　 　配管(建築配管作業)　　 　建築板金(ダクト板金作業)
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 <1-1.6. 2>〔　適用職種　（１級の職種作業）　〕

２ 工事用水　　　・ 利用できる（ ※ 有償　・ 無償）　　・ 利用できない

１ 工事用電力　　・ 利用できる（ ※ 有償　・ 無償）　　・ 利用できない

受注者の負担とする。また、既存施設の利用は下記とする。その他

21　工事電力、水

冷媒の回収等の費用　　・　本工事　　・　別途

回収

20　冷媒(ﾌﾛﾝ系)

19　既存ｲﾝｻｰﾄ及び

施工後確認試験　　※　行う　　　　・　行わない

２ 試験等　　　　性能確認試験　　　※　行わない　　・　行う <2-5. 2. 3>

17　はつり

18　あと施工ｱﾝｶｰ

15　施工条件

16　施工調査

①　建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第一種、第二種及び

外」とは次の①又は②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは③又は

設計図書に規定する「ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの放散量」の区分において、「規制対象

ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が

(4)　(1)の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他什器類は,

シル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く。)が添付されていない材

する建築材料等

14　化学物質を放散

備 考 備 考
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なお､(5)の材料を使用する場合は、ア～エの証明となる資料を監督職員に
提出して承諾を受けるものとする。
また、参考型番が図示された機材は、当該商品または同等品を使用するもの

とし、同等品を使用する場合は監督職員の承諾を受けるものとする。

(3) 秋田県認定リサイクル製品

　　　　　　　選定

13　機器及び材料の 評価名簿による評価書の写しを添付した納入仕様書を監督職員に提出する。

エ.販売、保守等の営業体制が整えられていること。
ウ.製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

イ.法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。
ア.品質及び性能に関する試験ﾃﾞｰﾀｰが整備されていること。

(5) 上記以外のもので以下の ア ～エの事項を満たすもの
　 (（一社）公共建築協会)(以下「評価名簿」という。)に記載製品

(4) 建築材料・設備機材等品質性能評価事業設備機材等評価名簿（最新年版）

(2) エコマーク認定製品（（公財）日本環境協会）
(1) JIS及びJASのマーク等の認証機関のマーク表示のある機材
する。また、石綿を含有しないものとする。　　　 　　　 　　<1－1.4. 2>
定める品質及び性能を有する新品とし、以下のいずれかに該当するものと
本工事に使用する機器及び材料（以下「機材」という。）は、設計図書に

11　電気保安技術者

12　機材の品質等

配置する 　　　　 　　　　　　　　　　 　　　<1-1.3. 2>

のとし、その費用については設計変更の対象とする。
それを証明できる書類の写し（実際の取引伝票等）を監督職員に提出するも

(4)女性が現場で働くための環境改善に資する施設等に要した費用については、

設計変更の対象とする。
(3)快適トイレの設置に要する費用は、「快適トイレ実施要領」に基づき

要綱」に基づいて実施するものとする。
(2)モデル工事の実施については、「秋田県女性技術者活躍モデル工事実施

者が認めて指示した場合は、本工事をモデル工事として扱うものとする。
女性技術者登用を希望する場合、発注者と協議を行い、実施について発注

(1)本工事は、秋田県女性技術者活躍モデル工事（受注者希望型）であるため、
※受注者希望型

ものとし、その費用については設計変更の対象とする。
　は、それを証明できる書類の写し（実際の取引伝票等）を監督職員に提出する

(3)女性が現場で働くための環境改善に資する施設等に要した費用について

　るが、「快適トイレ実施要領」に基づき、設計変更の対象とする。
(2)快適トイレ(女性専用)の設置に要する費用は、共通仮設費に計上してい
　 要綱」に基づいて実施するものとする。

(1)モデル工事の実施については、「秋田県女性技術者活躍モデル工事実施
　・発注者指定型

モデル工事の対象
10　女性技術者活躍

（工事期限より　　 日前）　　　　　　　　　　　　　　　　　＜1-1.2. 1>9　概成工期

処理すること｡
建設廃棄物については、秋田県産業廃棄物税が課税されるので適正に
本工事で発生する建設廃棄物のうち、県内の最終処分場に搬入する

産業廃棄物税
「再生資源利用促進実施書」を監督職員へ提出する。 <1-1.3. 9>
工事完了後速やかに実施状況を記録した「再生資源利用計画書」及び

　 再生資源利用計画及び再生資源利用促進計画を作成した場合には、
建設副産物情報交換システム(COBRIS)を利用した工事の完了

10　重量が0.1t以上である石綿

　であって、これらの重量の合計が200ｔ以上であるもの

9　重量が0.1t以上である廃石膏ボード
8　重量が0.1t以上である紙くず
7　重量が0.1t以上である廃プラスチック
6　重量が0.1t以上である廃塩化ビニール管・継手
5　重量が0.1t以上である金属くず
4　重量が0.3t以上である建設混合廃棄物
3　重量が0.3t以上である建設汚泥

2　コンクリート塊、アスファルト・コンクリート塊または建設発生木材
1　体積が500m3以上である建設発生土

次の各号の一に該当する建設発生材を搬出する工事

<1-1.3. 9>掲示する。
監督職員へ提出し、その内容を説明のうえ、工事現場の見えやすい場所へ

　 本工事では、建設発生土､コンクリート塊､アスファルト・コンクリート塊、
搬出する建設発生土

監督職員に提出する｡また「再生資源利用促進計画書」作成後、速やかに

建設副産物情報交換システム(COBRIS)により作成し、施工計画書に含めて

工事現場から搬出する場合には、「再生資源利用促進計画書」を

建設発生木材、建設汚泥、または建設混合廃棄物等で次表の建設発生材を

8　重量が0.1t以上である石膏ボード
7　重量が0.1t以上である塩化ビニール管・継手
6　重量が10t以上である木材
5　重量が50t以上であるコンクリート及び鉄から成る建設資材
4　重量が50t以上であるコンクリート
3　重量が200t以上である加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物
2　重量が500t以上である砕石
1　体積が500m3以上である土砂

次の各号の一に該当する建設資材を搬入する工事

１

一

般

共

通

事

項

<1-1.3. 9>内容を説明のうえ、工事現場の見えやすい場所に掲示する｡
また、「再生資源利用計画書」作成後、速やかに監督職員へ提出し、その
作成し、施工計画書に含めて監督職員に提出する｡
「再生資源利用計画書」を建設副産物情報交換システム(COBRIS)により

アスファルト混合物等で次表の建設資材を工事現場に搬入する場合には、

　 本工事では、コンクリート、コンクリート及び鉄から成る建設資材、木材

搬入する建設資材
※　適用する　　・　適用しない

建設副産物情報交換システム(COBRIS)の利用

関連通知：平成9年7月1日営－576「廃石膏ボードの処理について（通知）」
【秋田県環境保全センター（大仙市協和上淀川）、　　　km】

指定する処分場所
日東石膏ﾎﾞｰﾄﾞ㈱八戸工場　　平成4年10月～平成9年4月に製造されたもの
小名浜吉野石膏㈱いわき工場　昭和48年～平成9年4月に製造されたもの
〈対象となる石膏ボード製品〉

次に該当する場合は、指定する場所に処分すること。

対象となる石膏ボード製品　　　　　　　　　・該当　　・非該当

8　発生材の処理等

非飛散性石綿成形板の使用状況

飛散性石綿の使用状況

受入施設名【秋田県環境保全センター(大仙市協和上淀川)、　　　km】

石綿　　　　　　・有　　　　・無

現場再利用発生材　（　　　　　　　　　　）

引き渡しを要するもの

特別管理産業廃棄物　（　　　　　　　　　　）

なお、PCBを含有する機器は､該当部分を取り外し､漏洩の恐れのない安全な容器

に納め､所定の表示を行い、監督職員の指示に基づき施設管理者に引き渡すこと｡

<1-1.3. 9>

その他使用部位 詳細（厚さ等）室　名

室　名 使用部位 詳細（厚さ等） その他

種　　　類 再資源化等をする施設名・住所・搬出距離(km)

ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ塊

ｱ ｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄ塊

建設発生木材

<1-1.3. 9>

<1-1.3. 9>

特定建設資材廃棄物以外の発生材の処理　

種　　　類 処分施設の名称・住所・搬出距離(km)

・配置しない

・配置する（・警備業法第１８条に規定する特定の種別の警備業務 ・ 任意）

7　交通安全管理

　の対象
5　週休2日制工事

6　施工中の

環境保全等

　主任技術者又は監理技術者の工事現場への専任を要しない。なお、検査が

を除く）、事務手続、後片付け等のみが残っている期間については、

4　技術者の専任

適用する場合は別に定める｢余裕期間に係る特記事項｣によること。

・ 発注者指定方式　・ 任意着手方式　

登録する2　工事実績情報ｼｽﾃﾑ

3　工事の余裕期間

（CORINS）への登録

機械設備工事監督実施要領（秋田県建設交通部監修）（平成16年版）

公共建築工事標準仕様書に基づく機械設備工事の施工管理（施工計画書作成要領）
　（一般社団法人公共建築協会）（令和２年版）
営繕工事写真撮影要領(令和３年版)(国土交通省大臣官房官庁営繕部監修)

関係機関との協議　　　　　　　　　 　　　　　　　 　　　 　<1-1.3. 6>

　・必要（関係機関：　　　　　　　　　　　）　　　・必要なし

交通誘導員

　　（　　　日×　　　人）

特定の種別の警備業務は、警備員等の検定等に関する規則（平成17年国家

による。

公安委員会規則第20号)及び秋田県公安委員会告示第94号（令和2年9月29日）

※「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規定（平成9年建設省告示

※「建設機械に関する技術方針（平成3年建設省通知第247号）に基づき、
指定された排出ガス対策型建設機械を使用する。

第1536号）」に基づき、指定された建設機械を使用する。　 　<1-1.3. 9>

<1-1.3. 9>

(3)工事完成時、現場閉所の達成状況が4週8休に満たない場合、その達成状況
　に応じて、補正分を減額変更する。

(2)発注時は4週8休以上を前提に労務費を補正して積算している。
「秋田県週休２日制工事に関する営繕課運用」に基づいて実施するものとする。

(1)工事の実施については、「秋田県週休２日制工事実施要綱」及び

※工事完成後、検査が終了し（発注者の都合により検査が遅延した場合

　監理技術者の工事現場への選任を要しない。

・契約締結後、　　年　　月　　日までの期間については、主任技術者又は

については、契約締結後、監督職員と打合せにおいて定める。
　監理技術者の工事現場への選任を要しない。なお、現場施工に着手する日

搬入又は仮設工事等が開始されるまでの間）については、主任技術者又は

※契約締結後、現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資機材の

終了した日は、完成検査確認通知書の日付けとする。

<1-1.1．4>

1　適用基準等

１

一

般

共

通

事

項

項目、当該図面又は当該表を示す。

(3)特記事項に記載の（　）内表示番号は本標準仕様書、<　　>内表示番号は改修標準仕様書の当該

　(令和4年版)」(以下、標準図という。)による｡ただし、改修標準仕様書に記載されていない事項は、

　 局所式　　　　 中央式

　屋内消火栓

　 水道直結方式　　 水道直結増圧方式　　 受水槽方式[高置水槽　・無　・有]

　 下水道　　　 　 浄化槽（　　　人槽）　　　　　（　　　　　　　）

　空気調和機　　ＦＣＵ　　　パッケージ　　ＣＶ

建物ごとに下表の種目に区分する　　　印適用）

蒸気暖房　　　 床暖房

空気調和　　　 暖冷房　　 温水暖房　　 温風暖房

(以下、標準仕様書という｡)による｡

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編)(令和4年版)」

(2)特記事項は、・ 印の付いたものを適用する。・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用

２　特記仕様書の適用等

(1)項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

する。

・ 印と ※ 印が付いた場合は、共に適用する。

　国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修「公共建築設備工事標準図(機械設備工事編)

１　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共

項　　　　目 特　　　記　　　事　　　項章

　 不活性ガス　　泡消火　　粉末消火　　その他（　　）

ＥＨＰＫＨＰＧＨＰ 　　　 　　　　　　　　　 ＦＦ式　 　氷蓄熱

方　　　式 設　　　　備　　　　概　　　　要

方　　式

空気調和方式等 放 熱 器

熱　　源

主 熱 源 （　　　　）ｋＷ　×（　　）台

熱 源 燃 料 等

オイルタンク

給　水　方　式

ガ ス 設 備 方 式

　灯油　　Ａ重油(１号)　　都市ガス　 　（　　　　 ）

　地下式　　　地上式　　　　　容量（　　　）ｍ3

　 湿式　　　　　乾式

　 連結送水管 　屋外消火栓

　ＦＣＶ　　　　パネル

汚水等処理方式

給　湯　方　式

消 火 設 備 方 式

〔　 湿式　　乾式〕

　ボイラー　　温水発生機　　冷凍機　　 冷温水発生機

　都市ガス　種別（　　　　） 供給会社（ ）

　そ の 他

　特殊消火

　液化石油ガス

　ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ

　１号　 　易操作性１号 　　２号　　　広範囲型２号

Ⅳ　機　械　設　備　工　事　仕　様

医療ガス設備

昇降機設備

浄化槽設備

暖 房 設 備

冷 房 設 備

換 気 設 備

排 煙 設 備

自動制御設備

備 考 給排水衛生設備

衛生器具設備

給 水 設 備

ガ ス 設 備

そ の 他 設 備

厨房機器設備

給 湯 設 備

消 火 設 備

排水通気設備

空気調和･暖房･冷房設備

（令和５年版）

（ 　印適用）

Ⅲ　設　備　概　要

Ⅱ　工　事　種　目

４　構造規模

３　敷地面積

２　工事場所

１　工 事 名

※令和５年５月１日以降適用

１ 配管、機器

２ 弁、継手類

（１） 消火配管は給水管の仕様による。

（２） 保温材は接続する配管の仕様とする。

３ 外装材のうち、鋼板及び鉄板の適用は次による。

　　　 ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑとする。
　　(2) 電熱保温帯巻き付け箇所はﾛｯｸｳｰﾙとする。
　　(3) 井水管は冷水管の仕様で保温する。

　　　工事の保温

※蒸　気　管

温　水　管 ※

ロックウール グラスウール

※

※

※

煙　　　道

ヘ　ッ　ダ　－

タ　ン　ク

ダ　ク　ト ※

（１） 機器、タンク、ヘッダー、ダクトの屋内露出はカラー亜鉛鉄板

※

※

※

※

※

貯湯タンク

排水管・雨水管

給　湯　管

消　火　管

給　水　管

ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑｸﾞﾗｽｳｰﾙﾛｯｸｳｰﾙ

　0.35ｍｍ、屋外露出（多湿箇所）はスンレス鋼板0.3ｍｍ

（２） 屋外露出（多湿箇所）の管、弁類はステンレス鋼板0.2ｍｍ

（３） 煙道（機械室内）はカラー亜鉛鉄板 0.35ｍｍ とする。

施工は次のとおりとするが、工法等の変更については監督職員の承諾を

受ける。

　注(1) 屋内、屋外に露出する消火管、排水管、雨水管は、

（１） 標準仕様書 2-3.1.4の 表2.3.2の注 11項（ウ）は保温する。

　※　高耐食鋼板製配管化粧カバー

　ダクト（排気フードを含む）で見え掛り範囲は調合ﾍﾟｲﾝﾄ（つやけし）

　　　　　の保温

　FF式機器の給排気筒の保温はﾛｯｸｳｰﾙ 厚 25mmとする。

１.０ｍ

１５ １.０ｍ ５０

５０１０２０１０

保護管吊り間隔 保護管径保護管径 銅管外径銅管外径

屋 外屋 内

　　保護の方法、範囲については図示による。

　　　支持金物 （SUS304）とする。

多湿箇所（ﾋﾟｯﾄ内及び屋外露出）の吊ﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄ、支持金具はステンレス製

通

気

管

給

湯

管

ガス管消火管 雨

水

管

呼 称 規格番号 管 種
屋
　
　
内

埋
　
　
設

屋
　
　
内

屋
外
露
出

埋
　
　
設

屋
　
　
内

埋
　
　
設

屋
　
　
内

埋
　
　
設

用 途

排水管給水管

第14号

(平成9年3月19日)及び材質の基準に関する省令」　　　　　　　　　に適合するものとする。

注）給水設備及び給湯設備に使用する機材は、厚生省令　　　「給水装置の構造

(1)排水管の「屋内」において、配管ピット内（下階に居室を有しないピットに限る）配管及び

暗渠・土間配管はビニル管とし、それ以外は耐火二層管を標準とする。

(2)ガス管の「屋内」において、配管ピット内等多湿箇所については、ポリエチレン被覆鋼管
標準とする。

ポリブテン管 JIS K 6778

その他特記事項

提出する。

に関する法律(フロン排出抑制法)」に従って行い、監督職員に次の書類を

１ 冷媒の回収にあたっては、「フロン類の仕様の合理化及び管理の適正化

施工後確認試験は、公共建築改修工事標準仕様書(建築工事編)令和4年版8章

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<2-5. 1.1>

図示による。　工事中停止させない設備　（　　　　　　　　　　　　　）

特定建設資材廃棄物の発生材の処理

既存コンクリート部の床・壁などの配管貫通部の穴明けは原則としてダイ

ヤモンドカッターによる。

１ あと施工ｱﾝｶｰ　※接着系ｱﾝｶｰ（接着剤は有機系とする） 　 <2-5. 1. 3>

12節7項による。

※金属拡張系ｱﾝｶｰ（※本体打込み式）

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

(1) 第一種フロン類回収業者登録通知書の写し

(2) フロン類回収証明書

２ ただし、家庭用のエアコン等で、「特定家庭用機器再商品化法（家電リ

サイクル法）」の対象になっているものは、同法に従ってリサイクル（フ

ロン類の回収を含む。）を行い、監督職員に次の書類を提出する。

(1) 特定家庭用機器廃棄物管理票(家電リサイクル券)の写し

ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ、その他の木質建材、ﾕﾘｱ樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、

<1-1.4. 1>

建築物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び

性能を有すると共に次の(１)から(４)までを満たすものとする。

(1)　合板、木質系ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ、構造用ﾊﾟﾈﾙ、集成材、単板積集材、MDF、

緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを

発散しない又は発散が極めて少ない材料で設計図書等に規定する

「ホルムアルデヒトの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

(2)　接着剤及び塗料はトルエン,キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少

ない材料を使用する。

(3)　接着剤は,可塑剤(フタル酸ジ-n-ブチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキ

料を使用する。

極めて少ない材料を使用したものとする。

④に該当する材料を指す。

第三種ホルムアルデヒド発散建築材料以外の材料

②　建築基準法施行令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の認定を

受けた材料

建築材料

④　建築基準法施行令第20条の7第3項の規定により国土交通大臣の認定を

受けた材料

※改修標準仕様書による

・施工計画調査　　　　　　　　　　　　・事前調査

　（調査項目　・図示　　・　　）　　　　（調査項目　・図示　　・　　）

　（調査範囲　・図示　　・　　）　　　　（調査範囲　・図示　　・　　）

　（調査方法　・図示　　・　　）　　　　（調査方法　・図示　　・　　）

③　建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第三種ホルムアルデヒド発散

構　　造

階　　数

建築面積

延床面積

棟 名 称

・垂直積雪量：（　　　　）m　　　・風速（Ｖｏ）：（　　）m/s

機械設備改修工事特記仕様書

Ⅰ　工　事　概　要

・地表面粗度区分　　・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ

必要な工事用電力、水などの費用及び官公署等への諸手続きなどの費用は

　建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）(令和4年版)」(以下、改修標準仕様書という)。及び

施工に際し、既存設備、施設に損傷を及ぼした場合は現状に復旧する。30　既設施設等の復旧

VP繊維ﾓﾙﾀﾙ

JIS K 9798

JIS K 6741
耐火二層管

JIS K 6776

AS-58

JIS K 9798

JIS K 9797

SGP-PB

WSP 039

WSP 011

給排水衛生設備工事

ポリエチレン管

水道用高密度
ポリエチレン管

PWA

PLV,VI

水道配水用

※

※

水道用JIS K 6762

JWWA K 144

※

※WSP 041

1種Ｂ形

ＰＥＰ

水道用

排水用塩ビ

※

※

※

※

JIS K 6769

JIS A 5372

WSP 042

消火用

JIS K 6774

外面被覆鋼管

ｶﾞｽ用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管

ライニング鋼管

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ管

架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ被覆鋼管 JIS G 3469

JIS G 3469密着一層型ﾎﾟﾘ
ｴﾁﾚﾝ被覆鋼管

硬質塩化ビニル
被覆鋼管 ※

※

繊維ﾓﾙﾀﾙ
RF-VP

（参考）
PLS

PLP

（参考）

（参考）

SGP-RNP　　〃

RJ-VP
VP一般管

※ビニル管 ※

※※

※

VP水道用

※一般用

水道用

JIS G 3448

JWWA G 115

JWWA G 119

JIS K 6742

水道用波状

JIS K 6741

HTVP
耐熱用

REP-VU

RF-VP

RS-VU

JIS K 6741

JIS K 6742

ステンレス鋼管

耐衝撃性
HIVP

RJ-VU
VU薄肉管

通

気

管

給

湯

管

ガス管消火管 雨

水

管

SGP-FNP

SGP-FPB

JWWA K 132

SGP-HVA
ライニング鋼管
耐熱性

SGP-FVB

呼 称 規格番号 管 種
屋
　
　
内

埋
　
　
設

屋
　
　
内

屋
外
露
出

埋
　
　
設

屋
　
　
内

埋
　
　
設

屋
　
　
内

ライニング鋼管
塩ビ

用 途

排水管給水管

JIS G 3452 白

黒

SGP-VBJWWA K 116

　　〃

　　〃 SGP-VD

鋼 管
※ ※

JWWA K 140

ﾅｲﾛﾝｺｰﾃｨﾝｸﾞ鋼管

SGP-PD　　〃

WSP 067

ポリ粉体鋼管

ポリブテン管

被覆銅管

密着一層型

結露防止層付硬

質塩化ビニル管

空調、暖冷房設備工事　

ＣＢ内を示す。屋内とは露出、隠ぺい、ＰＳ、ピット内を示す。

4　 埋設とは土中、土間（FL-300mmまでは土間と同様とする）、ｺﾝｸﾘｰﾄ内、

3　 同一で管材の規格が異なる場合は図示による。

2　 PP継手は青銅製とする。

会規格及びASは塩化ﾋﾞﾆﾙ管・継手協会規格を表す。

1　 JISは日本産業規格、JWWAは日本水道協会規格、WSPは日本水道鋼管協

1　配管材料

空
調
ド
レ
ン

ブ
ラ
イ
ン
管

注）

管材は下表による。

給
気
管

還
り
管

屋
外
露
出

用　　　途

埋
設

屋
内

管油

管管
水水
却温管 種規格番号

蒸　気冷冷
呼 称

管

媒

冷 排水管

鋼 管

耐火二層管

ビニル管

空調ドレン用

※

※

ＰＬＰ(参考)

　　〃 ＰＬＳ(参考)

JIS K 6769

JIS K 6778

JIS H 3300
ＣＵ

（参考）
PLV,VI

※JIS G 3469

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ被覆鋼管

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ被覆鋼管

架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管

低密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ

被覆鋼管
硬質塩化ビニル

※JIS K 6741

JIS K 6776

JIS K 9798

AS-58

JIS K 6741

JIS G 3452

JIS G 3452

JWWA K 116

JWWA K 140

JIS G 3448

JCDA 0009

WSP 011

RF-VP繊維ﾓﾙﾀﾙ

VP繊維モルタル

RF-VP

REP-VU

RJ-VP
VP一般用

(難燃性)
保　温　材

一般用

SGP - HVA

SGP - FVB

SGP - VD

SGP - VB

黒

白

JIS K 9798

HT 耐熱用 ※

覆銅管
冷媒用断熱材被 ポリエチレン

※

ステンレス鋼管

※※

※

　　〃

※

※

※

ライニング鋼管
耐熱性

ライニング鋼管
塩ビ

北部斎場大規模改修工事

仙北市角館町鳥木沢１３３

6,455.33㎡

ＲＣ造

斎場（既存） 斎場（増築）

ＲＣ造 ＲＣ、Ｓ造

１ １

484.84㎡ 10.01㎡

33.19㎡347.11㎡

２ 30

５　建物用途 建築基準法による用途　　　　（08620:火葬場・と畜場その他の処理施設）

６　　　　　　　消防法施行令別表第１の区分　（１６－ロ火葬場　）

冷 暖 房 設 備

貯 油 槽 設 備

30

北部斎場

廃プラスチック

保温等繊維くず

空調機等の鉄類

冷媒管の銅管類 任意

任意

秋田県環境保全センター

任意

任意

任意

大仙市協和上淀川字雨池沢４５（40㎞）

炉の給油設備

　Ｘ線検査　　※　行わない　　・　行う(地中梁)

※　使用しない　・　使用してもよい(引張強度の確認を行う）

１

１

１

２

防
油
堤

※

排水圧送管(TS)

埋
　
　
設

屋内埋設､隠ぺい､ﾋﾟｯﾄ

屋外埋設

屋内､屋外土間埋設

－－ －－ Ｍ-０１機械設備改修工事特記仕様書１



知事第２２－１０Ａ－０３４８号

R 7 年 3月　 日

北 部 斎 場 大 規 模 改 修 工 事

管理建築士　松塚　榮　　　　一級建築士　第１０１２３０号
図面番号

設計番号

5

4

3

1

2

　．　　．

　．　　．

　．　　．

　．　　．

　．　　．

　年　月　日 承　認確　認改　　　　　定

製　　　図検　　　図承　　　認

11

縮　尺 TATE SEKKEI

館　設計有限会社 一級建築士事務所

図　　　名

工　事　名

TEL　0187-63-4933　FAX　0187-62-4717　秋田県大仙市大曲あけぼの町１４－２５

（11-2.4.1 ～ 2.4.3）

本表により難い場合は図示による。

ガスの仮設供給

既存配管設備の変更　　　 　　　 　　 （11-2.3.1）

医
療
ガ
ス
設
備

18

1　既存配管設備の
変更及び仮設

供給

2　アウトレット

3　検査・試験 検査・試験については標準仕様書によるものの他監督職員の指示による。

・　有り　　・　無し

・　有り（仮設ガス種別、量等については別添図示による）　・ 無し

・　壁取付形　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 （11-2.2.1）

　・　天井吊下形

・　天井リール形

ソケットアセンブリ吊下げ位置　　　　　　　　　（床上　　　ｍｍ）

ソケットアセンブリ吊下げ位置　　　　　　　　　（床上　　　ｍｍ）

ソケットアセンブリ中心までの取付高さ　　病室　（床上　　　ｍｍ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　手術室（〃　　　　ｍｍ）

設計基準強度

コンクリート

保護スラブ寸法（平面）　　（　　　）m×（　　　）m

基礎寸法（平面）　　　　　（　　　）m×（　　　）m

　　（規格：　　　　　　寸法：　　　　）

４　躯体の底盤と壁の打ち継ぎ部分には止水板を入れる。
　（２）躯体の型枠解体後、水張試験を行い漏水個所は完全に止水する。

　（１）槽の防水は躯体で行うことを主とし、防水ﾓﾙﾀﾙは従属的手段とする。

　 ﾓﾙﾀﾙ防水（厚20mm） 　　塗膜防水（ﾊﾟﾗﾃｯｸｽB-2相当品）

３　構内部防水（天井部除く）

　　　　躯体工事 ２　ｽﾗﾌﾞ高さ　　GL+（　 　）mm

１　躯体寸法（壁芯）　　（　　）m×（　　）m×（　　）mH

※　ﾕﾆｯﾄ形（FRP製） 　　　 現場施工形（RC造）

８ 消泡ﾎﾟﾝﾌﾟ　　　　　　　自動　　　 ※ 手動

７ 接触材逆洗方式 ※　自動　　　　　　手動

６ 汚泥返送方式　　　※　自動　　　　　　手動

５　放流方式　　　　　　　自然流下　　　　ﾎﾟﾝﾌﾟ圧送

４　流入管底 口径（　　　）mm 　GL-（　　　）mm

３　計画水質 流入（　　　）mg/L　 放流（　　　）mg/L

２　計画汚水量　　（　　　）m3／日

１　処理対象人員　（ ）人

２　故障表示は次とする。

１　製造者規格品とする。

　　主開閉器には漏電遮断器、分岐回路には電動機保護用遮断器を設ける。

３　制御盤の二次側電気工事は本工事とする。

ステンレス製とする

は鍵付又はＳＵＳ製ボルト止めとする。

１　寸法　　　平面寸法　（　　　）mm×（　　　）mm

30日分を納入する。

ｱｸﾘﾙｼﾘﾝ

　　　　　　　有効高さ（梁下）　　（　　　）mm以上

３　仕上

その他

　　　　　　　　補強ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造

無し

５　照明器具　　　防滴形蛍光灯（ｶﾞｰﾄﾞ付）（　　　W　　　灯）

　　　　　　　　　その他（　　　　　　　　　　　　）

１　基礎杭　　　　　 　要（※別途　　　本工事）　　　不要

２　基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 　　　　要（※本工事　　別途）　　　　不要

４　山留工 　要　（　　 型　　　　m）　 　不要

５　水替工　　　　　　 要（　連続 　　作業時排水〔　箇所〕）　　不要

に鉄筋コンクリート製のピット（上面は縞鋼板の蓋付）を設ける。

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ仕上げ

木毛ｾﾒﾝﾄ板

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

その他

を第３種換気方式（自動）で行う。

４　機械室の換気は室内温度が35℃以下（外気温度30℃のとき）となる風量

１　水中ポンプは自動交互運転とし、着脱式とする。

２　ポンプ槽満水警報　　　　　　※　要　　　　　不要

１　防振　※ 防振架台　　　　 防振ゴム

　ブザー　　　　赤色灯　　外部用無電圧Ａ接点（警報盤は別途）

要　（アクリル板－A-2）　　　　　不要

（１）床　　　　ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち金ｺﾃ仕上げ

（２）天井　　　ｸﾞﾗｽｳｰﾙ25tｶﾞﾗｽｸﾛｽ仕上げ

その他

（３）内装 　ｸﾞﾗｽｳｰﾙ25tｶﾞﾗｽｸﾛｽ仕上げ

その他

（４）外装　　　吹付ﾀｲﾙ

（５）屋根　　　ｼｰﾄ防水

（７）窓　　　　ｱﾙﾐｻｯｼ（　　）mmW×（　　）mmH

（６）出入口 　防音　　　　　　 普通

　　　　支持金物

　　及び仮設工事

　型式認定表示は、本体の確認しやすい場所に設ける。

２　聴覚障がい者に対応した付加仕様

（秋田県バリアフリー社会の形成に関する条例施設整備ﾏﾆｭｱﾙに基づく仕様）

１　車椅子利用者、視覚障がい者及び高齢者に対応した付加仕様

(8) その他　　　　（　　　　　　　　　　　　　）

３　管制運転等　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　 （9-2.2.7)

２　耐震施工　　　　　 　　　　　　 　　　　　　（9-2.2.6.1～2.2.6.2）

１　かご出入り口検出装置　　　　　運転

この項は、１項の機種　１ ～ ３ について適用する。

５　エスカレーター設備

４　小荷物専用昇降機

３　非常用エレベーター (　　機械室有り　※　機械室無し)

(　　機械室有り　※　機械室無し)２　普及型エレベーター

１　一般エレベーター (　　機械室有り　※　機械室無し)

管理室名（　　　　　　　）

インターホンの設置場所

２　遮炎、遮煙性能を有する区画の施工区分

１　昇降路竪穴区画の適用（建築基準法施行令第112条）

３　回生電力備蓄システム

16

1　処理方式

2　設計条件

3　主要構造

4　現場施工形

5　ユニット形

　基礎・保護ｽﾗﾌﾞ

基礎、保護ｽﾗﾌﾞ ２１Ｎ／ｍ㎡（ＳＬ＝１８）

均しコンクリート １８Ｎ／ｍ㎡（ＳＬ＝１５）

注）（1）スラブは金ゴテ仕上げとし、水切り勾配を付ける。

　　（2）その他の施工方法については図示がなければ標準仕様書による。

6　型式認定表示

7　ﾎﾟﾝﾌﾟ

8　送　風　機

２　防音　※ サイレンサー　　 防音カバー( 　屋外用 　屋内用)

9　制　御　盤

10　配管および 槽内の配管はステンレス鋼管又は硬質塩化ビニル管とし、支持金物は全て

11　転落防止措置 開口部となるﾏﾝﾎｰﾙ蓋は落下防止形とし、縞鋼板、合成木材及びＦＲＰ製蓋

12　ﾌﾛｰｼｰﾄの表示

13　消毒剤

14　機械室

　　　　建築工事

２　構造　　　　鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造

15　土木工事

16　その他 マンホールの嵩上げは300mm以下とする。それを超える場合は浄化槽の周囲

1　該当機種

2　耐震施工、管制

3　付加仕様

4　乗場戸における

遮炎・遮煙

5　インターホン

(1) 地震時管制運転　　　　　　　※ 有り　　　　　・ 無し

(2) 火災時管制運転　　　　　　　※　有り　　　　 ・ 無し

(3) 自家発時管制運転　　 　　　・ 有り　　　 ・ 無し

(4) 停電時救出運転　　　　　 ※ 有り　　　　　・ 無し

(5) 浸水時管制運転　　　　　 ・ 有り　　　　　・ 無し

(6) ピット冠水時管制運転　 　 ※ 有り　　　　　・ 無し

(7)緊急地震速報連動運転　 　 ・ 有り　　　　　・ 無し

※ 適用する　　　　　　　　　　　・ 適用しない

・ 適用する（詳細は図示による）　　・ 適用しない

　　　　　　　・ 有り　　　　　　　　・ 無し

・ あり　　　　　　　　　　　　　　　　　・ なし

・本工事（区画の方法、要求性能は図示による）　・ 別途工事（　　工事）

(1)　耐震クラス　　　・ Ｓ　　　　※ Ａ14 14

※ 有り（方式は別添図示）　　　　・ 無し 　　　　　　（9-2.2.2.2）

(2)　地域係数　　　　　※　1．0　 ・ その他（　　　　　）

３　掘削・埋戻し　 ※ 本工事　　　　　別途

記 号

図示による。ダンパー

可動羽根（ｽﾘｯﾄ共）　　　　　可動ﾊﾟﾈﾙ

原則として床上1,300mm （中心）とする。　　　取り付け

図示の仕様による。

その他(　　　) ※　着脱装置付　　　　　　固定式

１ ﾎﾟﾝﾌﾟ廻りのﾌﾗﾝｼﾞ用ﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄはｽﾃﾝﾚｽ製とする。

湧水ﾎﾟﾝﾌﾟ　　　※　着脱装置付　　　　　　固定式

汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ　　　※　着脱装置付　　　　　　固定式

　　　　制御盤

　鋳鉄　　

　レジコン

（公設蓋）

ＭＨＤ600

ＭＨＢ600
ＭＨＡ600

ＭＨＢ600
ＭＨＡ600Ａ（市販品）

600×600

防臭蓋内法寸法(mm)

　塩ビ　　

　塩ビ　　

　鋳鉄　　

　レジコン

　鋳鉄　　

指示による。

２ タンクは防露式とする。

３　水槽廻りのフランジ用ボルト、ナットは全てステンレス製とする。

２　緊急遮断弁　　※　要　　　　　不要

１　緊急用水栓　　※　要　　　　　不要

・現地表示式（直読式）　・遠隔表示式

露出部は、（ﾛｯｸｳｰﾙ50mm+着色ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ）で覆い、直接屋外へ排気する。

本工事　　　　※　別　途

２　消火器(ABC 10型　　本、ｽﾃﾝﾚｽﾎﾞｯｸｽ共) ※　本工事　　　　　別途

(　10kg 　20kg 　50kg 本)

　　　　　　　　　（ａ）　　　（ｂ)　　　※（ｃ)(イ）　　　(c)(ロ）

ｶﾞｽ供給事業者の諸規定または液化石油ｶﾞｽに関する法律等により施工する。

※（ａ）　　（ｂ）

１　標識板(ｱﾙﾐまたはｽﾃﾝﾚｽ製) ※　本工事　　　　　別途　　　　　消火器

<6-1. 1. 1>

　形 式:　※ 固定形　　　 着脱可能形　（※全数　　図示による）

　として備える。なお、ｴｱｺﾝ屋外機(冷房専用)には屋外機全体を覆

給排気筒の保護

カバー

ヒーター

　瞬間流量計は32ｍｍピトー管流量計を標準とし、取付箇所は

　ﾌｧﾝ部分を覆う冬期養生用ｶﾊﾞｰ(合成帆布6号相当品)を附属品

う冬期養生用ｶﾊﾞｰ(ﾒｰｶｰ標準品)を附属品として備える。

前章（空気調和・暖房・冷房設備）の16.、17.に準ずる。

１ ｽﾃﾝﾚｽ製 Ⅱ形とし、本体およびﾌｰﾄﾞ囲いは、ｽﾃﾝﾚｽ製(厚1.0ｍｍ)とする。

２ 吊りボルトは亜鉛メッキ製とし、露出部のボルトの端部にはステンレス　　　排気フード

製の袋ナットを取り付ける。

陶器及び附属品の仕様は器具表による。また、衛生陶器色は監督職員の

　電源供給方式；　※ ＡＣ １００Ｖ 　 電池式　　自己発電

・　ガスボンベ　　※ 借用　　 買取り

・　バルクタンク　　（　　　　　kg）

22　瞬間流量計
下記とする。

１ 冷凍機または冷温水発生機の冷水出口
２ 冷凍機または冷温水発生機のブライン出口

３ 冷凍機または冷温水発生機の冷却水出口
４ ﾎﾞｲﾗｰまたは熱交換機の温水出口
５ 空気調和機の冷温水入口
６ 冷温水ﾍｯﾀﾞｰの各送り管

23　冬期養生用

24　凍結防止

25　ＦＦ式暖房機 保護ガードの取り付け箇所は図示による。

６
　
換
　
気
　
設
　
備

1　準 拠 事 項

2　厨房用

3　厨房用排気ダクト １　※ 亜鉛鉄板　　　　 　　　 　ｽﾃﾝﾚｽ鋼板（SUS304）

２　※ ｱﾝｸﾞﾙﾌﾗﾝｼﾞ工法　　　　　　ｺｰﾅｰﾎﾞﾙﾄ工法
３　※ 保温(ロックウール)有り　 保温なし

4　耐薬品ダクト 実験、試験用に供するﾀﾞｸﾄ・ﾀﾞﾝﾊﾟｰの材質は耐薬品性とし、仕様は

７
排
煙
設
備

1　排煙口の形式

2　排煙口解放装置

3　排煙ﾀﾞｸﾄ

ﾜｲﾔｰ式　　　　　　　　　　　電気式

　亜鉛鉄板　　　　　普通鋼板(厚1.5mm以上)

８

自
動
制
御
設
備

1　ｼｽﾃﾑ構成

2　機器類の

3　凍結防止制御

4　総合試運転調整

室内設置のｻｰﾓｽﾀｯﾄ、ﾋｭｰﾐﾃﾞｨｽﾀｯﾄはｹｰｽ付きとし、標準取付け高さは

図示の仕様による。 <4-1. 1. 1>

あらかじめ、総合試運転調整に係る計画書を提出すること。個別運転調整、

総合試運転調整を実施し、報告書を提出すること。　　 (4－2.4.1～2.4.2)

９
　
衛
　
生
　
器
　
具
　
設
　
備

1　一般事項

2　洗浄弁及びタンク

3　便　座

6　給水栓

5　鏡

4　自動水栓

１ 洗浄弁は不凍結形節水弁(ﾊﾞｷｭｰﾑﾌﾞﾚｰｶ付き) とする。　　 　(5-1. 1. 2)

・ 暖房洗浄便座　※　暖房便座 　　　　　　　　　　 　(5-1. 1. 2)

　温水洗浄便座は、次の機能を有すること｡

・ 温水洗浄機能（ ・ 貯湯式　※ 瞬間式）・ 節電機能 (5-1. 1.13）

・ 脱臭機能　その他、付加機能は次とする。

　温風乾燥機能　　擬音装置　　リモコン (・AC100V ・電池式　・自己発電)

　手動スイッチ　　　有　　　　　無 (5-1. 1. 7)

　大きさは器具表による。 　　　　　　 (5-1. 1. 9)

　湯沸室、台所、厨房内は泡沫水栓とする。

給

水

設

備

10 1　給　水　源

2　水道加入金

3　量水器

4　受水槽、高置水槽

5　その他

上水道 　 井　水 　その他（　　　　）

本工事 ※ 別 途

上水道直結部分の施工は水道事業者の給水規定による。

給
湯
設
備

11 1　ｶﾞｽ給湯器等

2　湯沸器の排気筒

ガス事業法及び液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律

(昭和42年法律第149号)の規定に基づく技術上の基準によるものとする。

ステンレス鋼板製とし､いんぺい部は断熱材(ﾛｯｸｳｰﾙ50mm+きっ甲金網）、

12

消
火
設
備

1　消火ﾎﾟﾝﾌﾟ用

2　消　火　器

消火ポンプ用制御盤は製造者標準仕様とするが、盤内には起動リレー

取り付けスペースを設ける。

1　ﾎﾟﾝﾌﾟ

2　桝の規格

２ 水中ﾎﾟﾝﾌﾟは着脱装置

３ 水中ﾎﾟﾝﾌﾟの銘板はﾎﾟﾝﾌﾟ本体の他、最寄りの壁に設ける。

　PP桝、小口径桝を使用する場合はVPｿｹｯﾄを使用する。 (5-1.8. 1～1.8.8)
　汚水桝、雑排水桝の規格は下表による。

ＳＣ－１

ＲＣ－１

350×350

Ｂ（現場打）
Ａ（市販品）

ＳＣ－２

ＲＣ－２

450×450
Ａ（市販品）

Ｂ（現場打）

ＳＣ－３

ＲＣ－３ Ｂ（現場打）

φ900

Ａ（公設桝）

ＳＣ－４

ＲＣ－４

450 以下

1,200 以下

600 以下

ＭＨＡ350

ＭＨＢ350

ＭＨＡ450

ＭＨＢ450

埋設深さ(mm)

1,201 以上

ＰＰ－１ φ300 400 以下

ＰＰ－２ φ400 700 以下

φ450ＰＰ－３ 701 以上

ＰＶＣ－200

ＰＶＣ－150 φ150

φ200

　注）1　ＳＣは汚水桝、ＲＣは雑排水桝を、ＰＰはﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ製桝を、

　　　　ＰＶＣは塩化ﾋﾞﾆﾙ製桝を表す。
　　　2　現場打ち桝の詳細は標準図による。

　　　4　防臭蓋（公設蓋を除く）は文字入りとする。

　　　3　埋設深さは管底深さを表す。

14

ガ
　
ス

設
　
備

1　一般事項

2　液化石油ｶﾞｽ

3　標識板及び

　　集合装置　　標準図 施工72 の下記仕様とする。

　　転倒防止等　標準図 施工73 の下記仕様とする。

液化石油ｶﾞｽの貯蔵量が300kg以上の場合

排
　
　
水
　
　
設
　
　
備

13

浄
　
　
　
化
　
　
　
槽
　
　
　
設
　
　
　
備

昇
　
　
降
　
　
機
　
　
設
　
　
備

17

　　　　　　　　　 　 ２０型 １本 ( 〃 )
　 １０型 １本 ( 〃 )

　　１） 消火器 　 ２０型 ２本　( ｽﾃﾝﾚｽ製格納箱共 )

　法により指定された消火器及び標識板を槽最寄りの位置へ設置する。

２　消火器および標識板

　　　　小型ﾀﾝｸ（防油堤共）

　　　　 ※　鋼製強化ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製二重殻ﾀﾝｸ
　　　　　　ﾀﾝｸ室（　　本工事　　　建築工事）　

　　　　［ 地下ﾀﾝｸ施工時の土留め ］
　　　　　　　 　 要［　　　型　 ｍ］　　 　 不要

12　放熱器の

　　　　取り付け

放熱器と温水管との接続には、必要に応じて架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管及びﾎﾟ

　ﾘﾌﾞﾃﾞﾝ管、並びに銅製又はｽﾃﾝﾚｽ製のﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾁｭｰﾌﾞを使用しても良い。

不凍液は工業用プロピレングリコール30％濃度とする｡(冷温水などの循環液に
対し、不凍液による凍結防止を実施する場合に選択する｡）

13　不 凍 液

１　オイルタンク種別は次による。14　オイルタンク
地下オイルタンク

屋内ｵｲﾙﾀﾝｸ

　※密閉形隔膜式　　　　開放形　　　その他（　　　　）

　40％

　50％

　％

　％

℃

℃

℃

℃

％

％

℃

℃

％

％℃

℃

温度
(DB) (RH)

湿度
(RH)
湿度

(DB)
温度

(RH)
湿度

(DB)
温度

(RH)
湿度

(DB)
温度

冬期

夏期

一般系統 一般系統

室内（調整目標値）外　気　条　件

無い場合で、ｸﾞﾘｰﾝ購入法の基本方針に定めがある場合はこれによる。

接続する場合、アルミフレキダクトを1.5ｍ以内で使用してよいが、有効断面

２ ｺﾝｸﾘｰﾄ外壁に取り付ける換気扇用木枠には防腐剤処理をほどこす。

系 統 系 統

対象機種：ﾁﾘﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ、空気熱源ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ、遠心冷凍機、ｽｸﾘｭｰ冷凍機、

５

空
　
気
　
調
　
和

・

暖
　
房

・

冷
　
房
　
設
　
備

1　設計温湿度

ただし、湿度制御を行わない方式による湿度はなりゆきとする。

2　煙道

4　冷媒

直径300mm （270 □）以下は鋼板厚3.2mm 、直径

3　媒煙濃度計 取付箇所は図示による。　　　　　 　　　 　　　 　　　 (3-1. 1. 3)

300mmを超えるものは板厚4.5mm 以上とする。　　　　　　 (3-1. 1. 2)

ｵｿﾞﾝ層を破壊する物質が使用されていないものとし､種類は機器表による。

以下に該当する機器の成績係数は機器表による。なお、機器表に表記が

を損なわないよう取り付ける。また、ﾀﾞｸﾄ用ﾃｰﾌﾟはｱﾙﾐﾆｳﾑ箔を使用する。

１ 天井いんぺい機器の吊り下げ金物は構造体へ直接取り付ける。7　機器の据え付け

吸収冷凍機、吸収冷温水機、吸収冷温水機ﾕﾆｯﾄ、氷蓄熱ﾕﾆｯﾄ、GHP。

特記がなければ、吹出口、吸込口ボックス及び機器とスパイラルダクトを6　機器等の接続

5　成績係数

8　防震架台 機器表による。
※屋内および屋上設置機器の架台は防震架台とする。

9　室外機

基礎及び架台

28kW以下の室外機基礎高さはGL+150mmとし、溶融亜鉛ﾒｯｷ仕上架台
(H=300mm)を設ける。その他の機器および豪雪地における基礎、
架台は図示による。

10　空調用ﾎﾟﾝﾌﾟ
　　　軸封装置

11　空調用膨張ﾀﾝｸ

　※ ﾒｶﾆｶﾙｼｰﾙ　　　　ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾊﾟｯｷﾝ　　 その他（　　　　） (3-1.12. 1)

機械室、電気室などの設備ピｯﾄ(蓋を含む)

軽量鉄骨壁の機器取付用の補強

機器への接続

墨 出

切 込

区　分 建 築

補 強

スリーブ

●

● ●

●

● ●

補 強

仮 枠

種　別

梁、床、壁､ 貫通部

電 気 機 械

補 強

●

●

● ●

● ●

吊りボルト用インサート

機械室、電気室などの設備機器の基礎

自立形制御盤の基礎

● ●

● ●

●

●

●

●

●

●

●

床点検口、天井点検口

消火水槽用マンホール

●

●

自立型アンテナの基礎 ●

架台、支持金具等はｽﾃﾝﾚｽ(SUS304)製とする。 <2-7. 5. 2>

建設リサイクル法遵守指導としての｢届け出(通知)済シール｣を建設業許可
標識等に貼り付けること｡

屋外に設ける機器類(外壁に取り付ける機器類含む)のｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄ

４
　
　
関
　
　
　
連
　
　
　
工
　
　
　
事 2　建設発生土の処理

※　構内指定箇所へ敷きならす　 指定箇所（　　　　　　　）

・　構内指定箇所へたい積する　 指定箇所（　　　　　　　）

設備機器の固定は、｢建築設備耐震設計･施工指針2014年版(独立行政法人
　建築研究所監修)｣による。

　イ)耐震安全性の分類　　　※　特定の施設　　　・　一般の施設

　ロ)地域係数Ｚ　　　　　　※　１．０　　　　　・　その他(　　　)

3　耐震施工

適用範囲は次表を標準とする。（●印適用）4　他工事との調整

壁埋込型機器類

防火戸閉鎖装置

電動ｼｬｯﾀｰ自動扉 閉鎖装置

二次側配線,操作ｽｲｯﾁ

二次側配管

注）複数箇所に●印のあるものは各工事に適用する。

1　仮設工事

標示板の形式
表示時期は工事着工時から完成時までとする｡
監督職員が指定する位置に一箇所設置する｡ (2-4.1.1)

建　 築　 工　 事　 の　 表　 示

（1） 表示板は風圧に耐えるよう配慮すること。
　（2） 地色はﾏﾝｾﾙ記号1 GY7.5/8とし、黒文字（角ｺﾞｼｯｸ）で表現する。
　（3） 建築主は契約担当者名とする。
　（4） 表示板の大きさ
※ １号 (横180ｃｍ × 縦90ｃｍ ) ２号(横240ｃｍ × 縦120ｃｍ )

本工事より発生する建設発生土は､次の場所に搬出するものと想定している｡

・　構外指示の場所へ搬出　　　 指定場所（　　　　　　　）<1-5. 1. 1>

工事発生後に明らかになった事情で予定した条件より難い場合は､別途協議する｡

２） 標識板 　ｽﾃﾝﾚｽ製 　ｱﾙﾐ製

　低圧とする。（高圧１，２の部位は図示による。）

　　　ｱﾝｸﾞﾙﾌﾗﾝｼﾞ工法

　　(配管はＬ形、ﾀﾞｸﾄには丸形とする。)
　１　空気調和機廻りの給気ﾀﾞｸﾄ、還気ﾀﾞｸﾄ及び外気ﾀﾞｸﾄ
　２　冷温水ﾍｯﾀﾞｰ(送り)及び冷温水ﾍｯﾀﾞｰの各還り管

　３　冷温水発生機や温水発生機の冷却水及び冷水･温水の出入口

15　定風量ﾕﾆｯﾄ (3-1.15.13)ﾒｶﾆｶﾙﾀｲﾌﾟ　　　　　風量ｾﾝｻｰﾀｲﾌﾟ

16　ﾀﾞｸﾄの区分

17　矩形ﾀﾞｸﾄの

工法

　※　ｺｰﾅｰﾎﾞﾙﾄ工法（　　共板ﾌﾗﾝｼﾞ　　　ｽﾗｲﾄﾞｵﾝﾌﾗﾝｼﾞ）

標準仕様書、標準図による他、下記の箇所に取り付ける。

　※亜鉛鉄板製　　　　　グラスウール製 (3-1.14. 5)19　吹出口及び吸込

18　温　度　計

口ボックス

21　風量測定口 送風機または空調機の出口側に設置する｡

施工箇所は図示による。 <3-2. 2.6. 1>

<3-2. 2.6. 5>

20　消 音 内 貼

工 事 名 称

構造・規模

工 事 期 間

建 築 主

設 計 者

工事監理者

工事監督者

工事施工者

元請建築工事

天井埋込型器具類下地

任意

●

●

●

●

31.8

-5.1 69

63 26

22

既存移設

電気パネルヒーター、遠赤外線ヒーターはサーモスタット付とする。

6.0

200

30

20

125 750

4.35 2.65

4.35 2.65

簡易 2.8

1

－－ －－ 機械設備改修工事特記仕様書２ Ｍ-０２

既存量水器再使用

合併処理浄化槽（詳細は設計図による）
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工　事　名

図　　　名

一級建築士事務所有限会社 館　設計

TATE SEKKEI縮　尺

1 1
400

承　　　認 検　　　図 製　　　図

改　　　　　定 確　認 承　認　年　月　日

　．　　．

　．　　．

　．　　．

　．　　．

　．　　．

2

1

3

4

5

設計番号

図面番号

200

管理建築士　松塚　榮　　　　一級建築士　第１０１２３０号

改修配置図(増築)

北 部 斎 場 大 規 模 改 修 工 事
R 7 年 3月　 日

知事第２２－１０Ａ－０３４８号

A1 A3

配置図　S=1/200
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49

隣地境界線

30.012
隣地境界線

17.246 隣地境界線
14.423

新設浄化槽

8,905 17,600 4,400 8,800

3,100 5,250 4,400

3
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00
8,

50
0

40
0

17,800

13,000

6
,0

00
19
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00

5
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75

排水　仙北市桝へ

増築部分1

既存側溝W300

庭

増築部分2

99
0

4
,8

10

既存建物（ＲＣ造）

既存浄化槽

Ｍ-０３
Ｅ

Ｗ
Ｓ

Ｎ
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TEL　0187-63-4933　FAX　0187-62-4717　秋田県大仙市大曲あけぼの町１４－２５

工　事　名

図　　　名

一級建築士事務所有限会社 館　設計

TATE SEKKEI縮　尺

1

承　　　認 検　　　図 製　　　図

改　　　　　定 確　認 承　認　年　月　日

　．　　．

　．　　．

　．　　．

　．　　．

　．　　．

2

1

3

4

5

設計番号

図面番号
管理建築士　松塚　榮　　　　一級建築士　第１０１２３０号

北 部 斎 場 大 規 模 改 修 工 事
R 7 年 3月　 日

知事第２２－１０Ａ－０３４８号

A1 A3

消　費　電　力
暖

房

類

機

名　　称 形　　式記 号
項
　
目

冷
　
暖
　
房
　
機
　
器
　
類

ACP-1

ACP-2

ACP-3

ACP-4

ACP-5

寒冷地ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ

寒冷地ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ

寒冷地ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ

寒冷地ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ

寒冷地ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ

ACR-1 寒冷地ﾙｰﾑｴｱｺﾝ 壁掛形

備　　考

ｶﾗｰﾊﾟﾈﾙ

標準色（内P71x2）

標準色（内P71x2）

ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ

ｶﾗｰﾊﾟﾈﾙ（内P56x2）

ｶﾗｰﾊﾟﾈﾙ（内P56x2）

冷房能力kW

定格(範囲)

暖房能力kW

定格(範囲) φ V W φ V

室内ユニット 室外ユニット

消費電力 kW

冷房定格 暖房定格

A

最大

組
数

1207.1(～ 8.0) 8.0(～11.2)

10.0(～11.2) 11.2(～14.2)

12.5(～14.0) 14.0(～18.2)

14.0 16.0

5.6(～ 5.9) 6.7(～10.9)

1 200 3 200

1 200 3 200

1 200 3 200

1 200 3 200

1 200 3 200

1 200 3 200

10.0(～11.2) 11.2(～14.2)

1.49 1.66 22.0

2.26 2.26 25.0

2.26 2.26 25.0

3.32 3.27 28.0

4.37 4.68 28.0

2.49 3.96 20.0

１

１

１

１

１

１

個別ﾂｲﾝ(ﾏﾙﾁ)天井ｶｾｯﾄ4方向

暖 房 出 力 燃料消費量

記　号 名　　称 形　　式 安 全 装 置 及 び 備 考台数

EPH-1 － 1 200 500 １凍結防止電気ﾊﾟﾈﾙﾋｰﾀｰ ｽﾃﾝﾚｽ製壁掛形 製造者標準

特記事項

1

1

200

200

500

0.50

0.50EPH-2

EPH-3

遠赤外線電気ﾋｰﾀｰ

遠赤外線電気ﾋｰﾀｰ

天井埋込形

天井埋込形

－

－

１

３

・EPH-2,3には壁付ｻｰﾓｽﾀｯﾄ付ｽｲｯﾁを付属し電気工事に支給する事。

冷暖房・換気設備機器表

同時ﾂｲﾝ天井ｶｾｯﾄ4(3)方向形

50

50

50

50

40

0.80 800

－－ －－ Ｍ-０４

特記事項

・全熱交換器の交換効率(ｴﾝﾀﾙﾋﾟ)はJIS B 8628の規定による。

・全熱交換形換気扇にはﾘﾓｺﾝｽｲｯﾁ(普通･熱交換切替、強弱、入切)を付属し、電気設備に支給する事。

・天井換気扇、有圧換気扇のｽｲｯﾁは電気工事とする。

・ﾊﾟｲﾌﾟﾌｰﾄﾞ類や給排気口は換気設備図参照。

・（強/弱）表示の機器は強弱機能付きとする。

・有圧換気扇FE-1には不燃取付枠、鋼板電動ｼｬｯﾀｰ、防鳥ｱﾐ付ｽﾃﾝﾚｽ製ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰを付属する事。

・炉前ﾎｰﾙの全金属製換気扇FC-6の吸込みｸﾞﾘﾙは指定色塗装品とする事。

・炉前ﾎｰﾙの全熱交換換気扇HEU-2の給排気ｸﾞﾘﾙは指定色塗装品とする事。

・炉前ﾎｰﾙの全熱交換換気扇HEU-2には吸込み予備ﾌｨﾙﾀを5組程度付属する事。

扇

気

換

類

風　 量
m /h

(強/弱)

3

有無 有無P a

静 　圧

冷房％ 暖房％

全熱交換効率 全熱交換器予熱時外気

取入停止の自動切替の
φ V W

台数

消　費　電　力

形　　式名　　称記　号 備　　考

HEU-1

HEU-2

HEU-3

FE-1

FC-1

FC-2

FC-3

FC-4

FC-5

FC-6

全熱交換形換気扇

全熱交換形換気扇

全熱交換形換気扇

天井換気扇

天井換気扇

天井換気扇

天井換気扇

天井ｶｾｯﾄ形

天井ｶｾｯﾄ形

天井ｶｾｯﾄ形

低騒音形

低騒音形

低騒音形

低騒音形

低騒音形

低騒音形

低騒音形

90/40

250/120

350/170

50

100

200

250

180

350

全金属製天井換気扇

全金属製天井換気扇

1260

50

50

70

30

30

30

40

40

50

40

40

60 70

60 70

－ －

無 無

無無

無 無

－ －

1 100

1 100

1 100

1 100

－ － － － 1 100

－ － － － 1 100

－ － － － 1 100

－ － － － 1 100

－ － － － 1 100

－ － － － 1 100

43

107

153

8

13

22

26

23

44

56

１

２

３

１

３

１

３

３

１有圧換気扇(φ300)

２

40

着色給排気ｸﾞﾘﾙ

着色排気ｸﾞﾘﾙ

消　費　電　力

房

類

機

記　号 名　　称 形　　式 安 全 装 置 及 び 備 考台数

1 製造者標準

特記事項

冷

SC-1 可搬式ｽﾎﾟｯﾄｸｰﾗｰ 冷風1口･自動首振形

冷 房 出 力

2.3 100 780

k W φ V W

k W 白灯油㍑/h φ V W

運転条件

℃

25～45 ２

・冷媒はR32とする。

・電源ｺｰﾄﾞ、給気ｽﾎﾟｯﾄﾀﾞｸﾄ、排気ﾀﾞｸﾄ、ﾄﾞﾚﾝﾀﾝｸ内蔵。防塵ﾌｨﾙﾀ付属。

ｼﾝｸﾞﾙ天井ｶｾｯﾄ4(3)方向形

同時ﾂｲﾝ天井ｶｾｯﾄ4(2)方向形

同時ﾂｲﾝ天井ｶｾｯﾄ4(2)方向形

・冷暖房機器の主要付属品は下記による。

ACR-1

ACP-5

ACP-4

ACP-3

ACP-2

ACP-1

正面 側面 背面

防雪ﾌｰﾄﾞ

形状等 仕上 高さ 防振 ﾜｲﾔｰﾄﾞ ﾜｲﾔﾚｽ

ﾘﾓｺﾝｽｲｯﾁ屋外機架台
記号

〇 〇 － 亜鉛ﾒｯｷ 標準

〇x1

〇x1

〇x1

〇x2

〇

〇 〇 － 亜鉛ﾒｯｷ 標準

〇 〇 － 亜鉛ﾒｯｷ 標準

〇 〇 － 床置形 亜鉛ﾒｯｷ 標準

〇 〇 － 床置形 亜鉛ﾒｯｷ 標準

〇 〇 － 亜鉛ﾒｯｷ 標準

1900

400

400

500

500

1900

－

－

－

－

〇

－

－

2段床置形

2段床置形

2段床置形

2段床置形

ﾋｰﾀｰ付ﾄﾞﾚﾝﾊﾟﾝ

ﾋｰﾀｰ付ﾄﾞﾚﾝﾊﾟﾝ

その他

2段架台､防雪屋根､ﾋｰﾀｰ付ﾄﾞﾚﾝﾊﾟﾝ(ACP-1とACR-1上下)

2段架台､防雪屋根､ﾋｰﾀｰ付ﾄﾞﾚﾝﾊﾟﾝ(ACP-2とACP-3上下)

ＴＴ ＴＴ

側面防雪ﾌｰﾄﾞ

正面防雪ﾌｰﾄﾞ

ﾋｰﾀｰ付ﾄﾞﾚﾝﾊﾟﾝ

排水路挿入ﾋｰﾀｰ電源

ﾄﾞﾚﾝﾊﾟﾝ電源

1φ200V-99W

1φ200V-80W

ｶﾗｰVP401
9
0
0

4
0
0

ＴＴＴ Ｔ

ACP-5 ACP-4

5
0
0

ﾋｰﾀｰ付ﾄﾞﾚﾝﾊﾟﾝ

ﾄﾞﾚﾝﾊﾟﾝ電源

排水路挿入ﾋｰﾀｰ電源

ｶﾗｰVP40

側面防雪ﾌｰﾄﾞ

正面防雪ﾌｰﾄﾞ

ACR-1

D D

D
D

付属品特記事項

・屋外機の底の霜取り運転時の排水集中ﾄﾞﾚﾝﾊﾟﾝは､高耐食鋼板形凍結防止ﾋｰﾀｰ付（電源ｺｰﾄﾞ､ｻｰﾓｽﾀｯﾄ､単相200V-99W､PE-DH形）とする事。

・防振の欄で「標準」は架台に付属している防振ｺﾞﾑをそのまま利用し､｢ｺﾞﾑｷｯﾄ｣はPE-VG形､｢架台形｣はPC-UPJ形とする。

冷暖房機器特記事項

・冷暖房機の能力及び消費電力は,JIS B 8616及びJIS C 9612に規定された定格条件による事。

ACP-3

ACP-2 ACP-1

開放
開放 開放

開放

・寒冷地ｴｱｺﾝは外気温度ﾏｲﾅｽ10℃(WB)まで暖房定格出力の低下のない機種とする事。

・屋内機ﾘﾓｺﾝｽｲｯﾁはACR-1を除きﾜｲﾔｰﾄﾞﾘﾓｺﾝ(標準液晶ﾘﾓｺﾝ)としする、個数は上表参照。ﾜｲﾔﾚｽﾘﾓｺﾝはﾘﾓｺﾝﾎﾙﾀﾞを付属し取り付ける事。

防雪屋根付2段架台

・各ｴｱｺﾝの冷暖房能力の(～最大値範囲)、及び消費電力量は参考値を表す。

　※準標準ﾊﾟﾈﾙの着色ｲﾝﾃﾘｱﾊﾟﾈﾙがない場合は塗装仕上げでも可とするが責任施工とする事。

開放

・冷媒はACP-5はR410A、その他のｴｱｺﾝはR32とする。

・ACP-1～5の吹出ﾊﾟﾈﾙは「標準形」とし、ACP-1～3は「ｶﾗｰﾊﾟﾈﾙ」、ACP-4,5は「標準色」とする。

・ACP-1～3の天井ｶｾｯﾄ形4方向「ｶﾗｰﾊﾟﾈﾙ」はｶﾗｰ樹脂ｲﾝﾃﾘｱﾊﾟﾈﾙ(濃色系)とし色調は意匠担当監理者の指示による事（納期を確認し見本帳を提出)。

・ACP-1,2,3天井ｶｾｯﾄ形4方向形には標準ﾌｨﾙﾀ以外に使い捨て形ﾌﾟﾚﾌｨﾙﾀｰ(重量法40％程度)を設置する事。予備ﾌｨﾙﾀは各屋内機5枚程度付属する事。

・ACP-5は待合室１と２を別々に運転できる個別ﾂｲﾝ形かﾏﾙﾁ運転形とする。

・ACP-1,4 天井ｶｾｯﾄ形4方向吹出の1方向をｼｬｯﾀｰﾌﾟﾚｰﾄで閉塞し､(3)方向形とする。

・ACP-2,3 天井ｶｾｯﾄ形4方向吹出の2方向をｼｬｯﾀｰﾌﾟﾚｰﾄで閉塞し､(2)方向形とする。



TEL　0187-63-4933　FAX　0187-62-4717　秋田県大仙市大曲あけぼの町１４－２５

工　事　名

図　　　名

一級建築士事務所有限会社 館　設計

TATE SEKKEI縮　尺

1

承　　　認 検　　　図 製　　　図

改　　　　　定 確　認 承　認　年　月　日

　．　　．

　．　　．

　．　　．

　．　　．

　．　　．
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1

3
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5

設計番号

図面番号
管理建築士　松塚　榮　　　　一級建築士　第１０１２３０号

北 部 斎 場 大 規 模 改 修 工 事
R 7 年 3月　 日

知事第２２－１０Ａ－０３４８号

A3

1

A1

100,50 200,100

7 8

F

E

Ｍ-０５既存冷暖房設備平面図

R

O
F

O
S

OS

OV

OV

H
H

H
R

H
R

O

O

O
O

O

O

O
R

OR

OR

O
R

EX

BH-1

PH-1

TO-1

地下タンク

OV
O
V

40

32

32

32

ﾎﾞｲﾗｰ給油15A分岐撤去､ﾌﾟﾗｸﾞ止

32､通気孔共

煤煙濃度計

20

20

A A

安全弁20

40

40

4040

断熱RW75-ALﾗｯｷﾝｸﾞ

φ200煙道 t=3.2

TEX-1

PW-1

油量計

切断

埋設管撤去
焼却炉へ

AS

空気抜弁20x2

指定危険物標記板

※改修期間中も焼却炉が稼働出来る事

※給油設備はﾎﾞｲﾗ給油を除き現状維持

H
R

漏洩検知管撤去

既存消火器､ﾎﾞｯｸｽ
(ABC20形x2本)

取外し移設

オイルタンク室

貫通孔ﾓﾙﾀﾙで閉塞

FJ32-300L,FJ40-300L
600x600MHB

ﾌﾚｷｼﾞｮｲﾝﾄ桝

1
6,

00
0

6
,0

00
3,

00
0

8,
5
00

7,
50

0

1,
60

0
40

0
61

0
3,

64
0

3,
6
40

61
0

215

2,200

9001,800

30,800

4,4004,4004,4004,4004,4004,4004,400200

13,20017,600

5
,5

00
3
,0

00

3,6409752,700

1,700500

2,7001,2002753,640685

6
,0

00
3,

00
0

1
6,

00
0

4,400 200
4,200200

4,4004,4004,4004,4004,4004,400

1,200 3,000 200

3,
00

0
2,

50
0

2
,0

00

F

E

D

C

B

AA

B

C

D

E

F

1 2 3 4 5 6 7 8

87654321

Ｍ

S
A

SA SA

SA

SA

S
A

S
A

SA

SA

RA

R
A

SA
R
A

AA A

R
A

R
A

RA

R
A

RARA

RA

HRHR

H
R

HRHR

HR HR

H
R

HR

H
R

H

H
H

H

H

HH

H

H

H
H

HHH
HH
R

H
R

H
R

H
R

H
R

H
R

H
R

H
R

HR
H

R

R R

R

O
O

O

O

O

O O

O

O

FCV-3

FCV-3

FCV-4

FCV-4 FCV-4

FCV-4

FCV-4

FCV-4 FCV-4

Ｅ

Ｗ
Ｓ

Ｎ

ACP-1

ACP-2
FF-2

FF-1

FF-1

ACR-1

汚物炉撤去

(建築工事)

FCV-6

記号 名称

鋳鉄製ｾｸｼｮﾅﾙﾎﾞｲﾗ

温水循環ﾗｲﾝﾎﾟﾝﾌﾟ

密閉形膨張ﾀﾝｸ

補給水ﾎﾟﾝﾌﾟ

地下油槽

灯油ﾎｰﾑﾀﾝｸ

温風暖房機

温風暖房機

能力　仕様　形番等 記号 名称

ﾀﾝｸ別置き､床置き小形　2000kcal/h

ﾀﾝｸ別置き､床置き横形　5000kcal/h

250L　半身形

灯油3000L形　ｺﾛｯｹ直埋設形

加圧ｼｽﾀｰﾝ　11L/min-5mH2O-100V-201W　PH-83D

50L－φ400-床置き形　N-50

40A-160L/min-13.5m-0.75kW

定格：76,000kcal/h　灯油焚き　伝熱面積：2.2㎡　VK-7N 冷房専用ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ

ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ

寒冷地用ﾙｰﾑｴｱｺﾝ

床置形ｺﾝﾍﾞｸﾀｰ

天井隠ぺい形ﾌｧﾝｺﾝﾍﾞｸﾀｰ

天井隠ぺい形ﾌｧﾝｺﾝﾍﾞｸﾀｰ

天井隠ぺい形ﾌｧﾝｺﾝﾍﾞｸﾀｰ

能力　仕様　形番等

屋内機：床置形J200　冷房能力：18.0kW　R22　SPW-CJ200JE

屋内機：床置形P50　冷暖房能力：5.0/5.6kW　R32　PS-RD50AK12

屋内機：壁掛形P28　冷暖房能力：2.8/4.0kW　R32　MUZ-KXV285S

温水用　280x1100x700H　2.71kW

温水用　2.72kW

温水用　3.63kW

温水用　5.44kW

台数 台数

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

3

7

1

ACP-1

ACP-2

ACR-1

CV-1

FCV-3

FCV-4

FCV-6

BH-1

PH-1

TEX-1

PW-1

TO-1

TO-2

FF-1

FF-2

40

40

32,40

40,3240,40

40,3240,32

40 40

20,20

40

40

20 20 20

空気抜弁20x3

GV20x3

CV-1

6.4x9.5(SD77)
TO-2

(SD100)

ACP-1

(SD100)

12.7x25.4

ACP-2

6.4x12.7(SD77)

既存冷暖房設備撤去平面図　S=1/100

天井内配管

天井内配管

屋外ｺﾛｶﾞｼ配管

Cuφ8

埋設

Cuφ8

Cuφ8

Cuφ8
埋設

Cuφ8

FCV-3

R
A

RR

12.7x25.4

12.7x25.4

天井内配管

HR H

20,20

埋設管は残置
ACR-1

20,20

給油管撤去
ﾌﾟﾗｸﾞ止

倉庫
女子WC 湯沸室 男子WC

和室６帖

炉室

風除室

炉前ホール

納骨スペース

地下タンク

詳細図参照

事務室
待合ホール

玄関ポーチ

和室８帖

和室８帖

【撤去　冷暖房設備概略機器表】

※1：撤去後復旧詳細図　S=1/30

GL
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装表層(本工事)50

15
0

上層路盤M40(本工事)

ｱｽﾌｧﾙﾄｶｯﾀｰ入

15
0

下層路盤RC40(本工事)

給油設備改修概要は地下ﾀﾝｸを地上ﾀﾝｸ

にしﾀﾝｸ室内のﾎﾟﾝﾌﾟ・配管設備は現状

倉庫

のまま再使用する

舗装解体復旧範囲は衛生設備平面図参照

32

車止撤去

上ｽﾗﾌﾞ､舗装撤去、復旧※1は本工事

オイルタンク室

倉庫

ボイラー室

ボイラー室

・外壁撤去後の配管貫通孔はﾓﾙﾀﾙで埋戻し仕上げは建築工事に引き渡す。

・建築工事にて天井、壁、床の内装を撤去する。

・図の既存冷暖房設備、給油設備の機器・配管を撤去処分する事。

機械室撤去図　S=1/50

　（ﾎﾞｲﾗ室床ｽﾗﾌﾞの解体復旧は建築工事）

・図の既存暖房設備、給油設備の機器・配管を撤去処分する事。

・ﾎﾞｲﾗ室は職員ﾄｲﾚに改修するので埋設管も撤去の事。

ﾏﾝﾎｰﾙ、ﾌﾟﾛﾃｸﾀｰ撤去

30
0

地下ｵｲﾙﾀﾝｸ撤去要領図　S=1/50

上ｽﾗﾌﾞ撤去（3580x2050x300H）

山砂を水締め充填し､ﾀﾝｸ･地中構造部は残置

底部に水抜孔を明ける(外殻も貫通する)

ﾀﾝｸ内は残油等処理し脱脂処理する

・廃棄物処理は記録を残し監督員に提出する事。

・他施設への灯油運搬作業は別途工事とする。

・出来るだけ残油の少ないﾀｲﾐﾝｸﾞを図る事。

・残留灯油は新設地上ﾀﾝｸ（1000Lx2台）に移設する。

残留灯油のくみ上げ、内部洗浄（油泥の撤去、廃棄、脱脂）を行う。

・地下ﾀﾝｸを砂埋めするにあたり下処理を行う。

※ﾀﾝｸ内部洗浄概要

VH790x110

G(F)801x213

SA770x122

RA780x172

FCV-4

H H
R

25,25

天井隠ぺい形ﾌｧﾝｺﾝﾍﾞｸﾀｰ概略図　S=1/50

VH570x110

G(F)581x213

SA550x122

RA560x172

FCV-3

H H
R

20,20

VH1010x122

G(F)1021x213

SA990x122

FCV-6

H H
R

25,25

RA1000x172
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待合室１

待合室２

湯沸室
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納骨スペース
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オイルタンク室

職員ﾄｲﾚ

E

F

2,
00

0
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5
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00
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100､50 200､100
A3

改修冷暖房設備図

Ｅ

Ｗ
Ｓ

Ｎ

Ｍ-０６

Ｍ

炉室

ACP-1 ACR-1

ACP-2 ACP-3

ACR-1

ACP-1

ACP-3

ACP-2

ACP-2

ACP-5 ACP-4

ACP-5

ACP-5

ACP-4 ACP-4

上下配置

上下配置

下 上

上下

R

R

R R

R R

D

D

D

D

D

D

D D

D
D

R

R R

R

D

R R

R

R

EHP-2 EHP-3 EHP-3

EHP-3

EHP-3

冷媒管ﾘｽﾄ（R32）

B

C

液　管 ｶ ﾞ ｽ 管

φ 9.5

φ12.7

φ 9.5

記号

A φ 6.4

φ 9.5

φ15.9

※径,分岐要領は製造者標準仕様とする。

　保温厚はｶﾞｽ管20mm,液管10mmとする。

※ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎建築工事
寸法は設備で精査し

申し送る事。

詳細図参照

O
F

OS

OS

O

O

O

O
R

D

D

MHB、ﾌｯｸ付属

汲み取り桝450ﾛx600H

既存配管に接続

FJ20-300Lx2,MSV20x2

焼却炉へ

指定少量危険物標記板

既存消火器､ﾎﾞｯｸｽ
(ABC20形x2本)

倉庫

既存移設

32

20

SGP15(SOPx2)

埋設部防食ﾃｰﾌﾟ巻

灯油ﾎｰﾑﾀﾝｸ 1000L形x2台

返油口、ｽﾄﾚｰﾅ、ｷｬｯﾌﾟ鍵ｶﾊﾞｰ共

天井点検口 450ﾛ
ﾌﾛｰﾄｽｲｯﾁ用

※屋根、ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎建築工事

給油設備 改修平面図　S=1/50
改修冷暖房設備平面図　S=1/100

25

25

30

30
30

25

25

25

25
30

25

25
30

25

30

25

DC
S30x40

C

C

C C
C

B
B

B

B

C

C

A

DC DC

φ200-300H　樹脂蓋共
ﾄﾞﾚﾝ浸透桝　小口径桝

φ200-300H　樹脂蓋共
ﾄﾞﾚﾝ浸透桝　小口径桝

取付金具、水抜ﾊﾞﾙﾌﾞ共

ｱﾙﾐ防油提 1000L形x2台

・屋内隠ぺい空調ﾄﾞﾚﾝ管は排水管仕様(GW20)で保温する事。

・屋内、埋設空調ﾄﾞﾚﾝ管は硬質塩ビ管VP、屋外露出部分はｶﾗｰVPとする事。

・屋外露出の冷媒管は樹脂製ｶﾊﾞｰにて保護する事。

・図の冷暖房機器、冷媒･ﾄﾞﾚﾝ配管を改修、増設する。

・建築工事にて天井、壁、床の内装を改修する。

　　DCは躯体壁のﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞｶｯﾀｰ貫通を表す。

Ｂ

SC-1 SC-1

C

20

DC

32

DC

DC

増築事務所の外壁は鉄骨造

窯業系外壁貫通

O
R

O
O
R

O

FJ32-500Lx2

32

20

DC

ｶﾗｰﾊﾟﾈﾙ

ｶﾗｰﾊﾟﾈﾙ

ｶﾗｰﾊﾟﾈﾙ

ｶﾗｰﾊﾟﾈﾙ

40
D D

40

C

ﾄﾞﾚﾝﾊﾟﾝ排水管
ｶﾗｰVP40

横引

ｶﾗｰVP40

ｶﾗｰVP40

32､20

付属水抜ﾊﾞﾙﾌﾞ15(常時閉)

給油口、通気口、油面計

閉
塞

閉
塞

閉
塞

閉
塞

閉
塞

閉
塞

閉
塞

閉
塞 ACP-3

ｶﾗｰﾊﾟﾈﾙ

閉
塞

閉
塞

閉
塞

給油設備改修概要は地下ﾀﾝｸを地上ﾀﾝｸ
にしﾀﾝｸ室内のﾎﾟﾝﾌﾟ・配管設備は現状
のまま再使用する
※改修期間中も焼却炉が稼働出来る様
　貯油槽設備の工程管理を行う事。



(イ)

室外機
ACP-1

(ア)

室内機
ACP-1

ＲＳ

(イ)

室外機

室内機

ＲＳ

ACP-2～4

ACP-2～4

室内機
ACP-2～4

(ア)

同時ツインシングル

(イ)

室外機

室内機

ＲＳ

室内機

(ア)

ACP-5 ACP-5

ACP-5 ＲＳ

(ア)

個別ツイン

室外機

室内機

ＲＳ

ﾙｰﾑｴｱｺﾝ

(ウ)

ACR-1

ACR-1

(ア)(イ)

(イ)

パッケージエアコン廻り凡例

(イ)：EM-MEES1.25□-2c(冷媒管共巻)

(ア)：PF(22)EM-MEES0.75□-2c (ウ)：EM-EEF 2mm-4C(冷媒管共巻)

ＲＳ：2ヶ用ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ

7 8

F
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工　事　名

図　　　名

一級建築士事務所有限会社 館　設計

TATE SEKKEI縮　尺

1 1

承　　　認 検　　　図 製　　　図

改　　　　　定 確　認 承　認　年　月　日

　．　　．

　．　　．

　．　　．

　．　　．

　．　　．

2

1

3

4

5

設計番号

図面番号
管理建築士　松塚　榮　　　　一級建築士　第１０１２３０号

北 部 斎 場 大 規 模 改 修 工 事
R 7 年 3月　 日

知事第２２－１０Ａ－０３４８号

A1

F

E

D

C

B

A

40
0

1
,6

00

7
,5

00
8
,5

00

3
,0

00
6
,
00

0
16

,0
00

4,
4
50

4,
05

0

87654321

200 4,400 4,400 4,400 4,400 4,400 4,400 4,400

30,800

2,100 2,300 1,700 2,700 1,415 2,985 1,700

1,600

200

4,400 4,400 4,400 4,400 4,400 4,400
200 4,200

2004,400

17,600 13,200

700 3,000 700

1 2 3 4 5 6 7 8

ACP-1 ACR-1

ACP-2 ACP-3

ACR-1

ACP-1

ACP-3

ACP-5 ACP-4

ACP-5

ACP-4 ACP-4

上下配置

下 上

上下

EHP-3

A

B

C

D

E

F

16
,0

00
3
,0

00
6
,
00

0

5
,5

00
7
,5

00

2
,0

00
2,

5
00

3,
00

0

2
,0

10
3
,0

00
9
90

4
,4

50
4
,4

5
0

物入

8
50

3
,0

00
3
,
00

0
6
50

洗

ﾛｯｶｰ

屋根軒先

Ｍ

冷､ﾚﾝｼﾞ

炉前ホール

玄関ポーチ

風除室

消

消

消

消

待合室１

待合室２

湯沸室

男子WC

みんなのトイレ

多目的室

SK

女子WC

炉室

オイルタンク室

倉庫

事務室増築

水場

職員ﾄｲﾚ

納骨スペース

消

RS

RS

RS

RSx3

ACP-3

EHP-2

ACP-5

BH-1

TO-1

地下タンク

※改修期間中も焼却炉が稼働出来る事

※給油設備はﾎﾞｲﾗ給油を除き現状維持

待合ホール

4,400

煤煙濃度計

埋設

屋外露出

E19

屋外PB200

油量計

オイルタンク室

ボイラー室

給油ﾎﾟﾝﾌﾟ

供給ﾎﾟﾝﾌﾟ

121

2

ﾌﾛｰﾄｽｲｯﾁ(更新)

(天井点検口必要)

・地下タンク発信部までの配線撤去

・電源の停止及び配管配線の撤去

・露出部の配管、ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽの撤去

・露出部の配管、ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽの撤去

　(埋設部は残置)

・油量計・排煙濃度計の装置一式撤去

「地下タンク・ボイラー室廻り撤去項目」

同時ﾂｲﾝ 同時ﾂｲﾝ

同時ﾂｲﾝ

同時ﾂｲﾝ

個別ﾂｲﾝ

個別ﾂｲﾝ

EHP-3 x3

ACP-2

同時ﾂｲﾝ

ACP-2

同時ﾂｲﾝ

・図の冷暖房機器の室内機～室外機及びﾘﾓｺﾝｽｲｯﾁ制御配線工事を行う。

・室内機～室外機のルートは基本的に冷媒管共巻き配線とする。

燃焼装置電源盤

1P-1 動力操作盤

・同上ﾎﾟﾝﾌﾟの運転/停止(手動)

「燃焼炉油廻り運用内容」

「燃焼炉油廻り運用内容」

給油ﾎﾟﾝﾌﾟ切替盤

・供給ﾎﾟﾝﾌﾟNo.1/No.2の切替(手動)

・給油ﾎﾟﾝﾌﾟの自動運転/停止(自動)
・同上ｵｲﾙｷﾞﾔﾎﾟﾝﾌﾟ電源(回路２)
・同上運転停止制御機器電源(回路５)

給油ﾎﾟﾝﾌﾟ制御機器

「ｵｲﾙｻ-ﾋﾞｽﾀﾝｸ制御内容」

　制御機器の更新(調節部/ﾌﾛｰﾄ部)
・ｵｲﾙｻｰﾋﾞｽﾀﾝｸ液面制御(自動制御)

(既存)

(既存)

(既存)

(更新)

倉庫

（冷媒管共巻）
EM-EEF2.0mm -4c

いんぺい配管配線

土間／地中埋設配管配線

露出配管配線

（冷媒管共巻）

（冷媒管共巻）

EM-MEES1.25□-2C

EM-MEES0.75□-2C(RS)
EM-MEES1.25□-2C(内外)

※天井内隠蔽部はケーブル配線工法

凡 例

　既存配管配線再使用

(撤去)

投/受光器

(撤去)

改修自動制御設備平面図　S=1/100

機械室改修平面図　S=1/50

200､100100､50
A3

改修自動制御設備図 Ｍ-０７

Ｅ

Ｗ
Ｓ

Ｎ
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6
,0

00
3,

00
0

16
,0

00

4,400 200
4,200200

4,4004,4004,4004,4004,4004,400

1,200 3,000 200

3
,0

00
2
,
50

0
2,

00
0

1 2 3 4 5 6 7 8
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Ｅ

Ｗ
Ｓ
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TEL　0187-63-4933　FAX　0187-62-4717　秋田県大仙市大曲あけぼの町１４－２５

工　事　名

図　　　名

一級建築士事務所有限会社 館　設計

TATE SEKKEI縮　尺

1 1
200

承　　　認 検　　　図 製　　　図

改　　　　　定 確　認 承　認　年　月　日

　．　　．

　．　　．

　．　　．

　．　　．

　．　　．

2

1

3

4

5

設計番号

図面番号

100

管理建築士　松塚　榮　　　　一級建築士　第１０１２３０号

北 部 斎 場 大 規 模 改 修 工 事
R 7 年 3月　 日

知事第２２－１０Ａ－０３４８号

100,100

石庭

倉庫

炉室

風除室

炉前ホール

倉庫

和室８帖

地下タンク

Ｍ

オイルタンク室

ボイラー室

納骨スペース
和室６帖女子WC

湯沸室

男子WC

和室８帖

待合ホール

事務室

玄関ポーチ

記号 名称 能力　仕様　形番等

【撤去　換気設備概略機器表】

F-1

F-2

F-3

F-4

F-5

F-6

ｶｾｯﾄ形全熱交換形換気扇

ｶｾｯﾄ形全熱交換形換気扇

天井換気扇

天井換気扇

有圧換気扇

有圧換気扇

台数

V=115m3/h　　VL-1500Z3-C　　φ100　　　　

V=115m3/h　　VL-1500Z3-M　　φ100　　　　

V=360m3/h　　V-20ZS4　　φ150　　　　

V=126m3/h　　V-15ZS　　 φ100　　　　

6

3

2

1

2

換気扇取付高さ≒FL+6500

F-2 F-1 F-1 F-4 F-1

F-1

F-1 F-1

F-3
x2

F-6

F-6
F-5

F-4F-4F-4F-2

100,100

100,100

100,100

100,100

100,100

150,150

100,100

100

100

F-7

F-7 薄壁用換気扇 1

100,100

F-4

5

V=1200m3/h　　EX-30　　 φ300　　　　

V=1260m3/h　　E-30SN3　 φ300　　　　

V= 900m3/h　　E-25SN3　 φ250　　　　

100100 100,100

F-2

開口再利用

既存換気設備平面図 Ｍ-０８

既存換気設備撤去平面図　S=1/100

・外壁撤去後のﾀﾞｸﾄ貫通孔はﾓﾙﾀﾙで埋戻し仕上げは建築工事に引き渡す。

・F-6の有圧換気扇撤去跡はﾓﾙﾀﾙで埋戻し仕上げは建築工事に引き渡す。

・図の換気設備機器、ﾀﾞｸﾄ、ﾌｰﾄﾞ類を撤去処分する事。

・建築工事にて天井、壁、床の内装を撤去する。
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工　事　名

図　　　名

一級建築士事務所有限会社 館　設計

TATE SEKKEI縮　尺

1 1
200

承　　　認 検　　　図 製　　　図

改　　　　　定 確　認 承　認　年　月　日

　．　　．

　．　　．

　．　　．

　．　　．

　．　　．

2

1

3

4

5

設計番号

図面番号

100

管理建築士　松塚　榮　　　　一級建築士　第１０１２３０号

北 部 斎 場 大 規 模 改 修 工 事
R 7 年 3月　 日

知事第２２－１０Ａ－０３４８号

A1 A3

A

B

C

D

E

F

1
6,

00
0

3,
00

0
6
,0

00

5,
50

0
7,

50
0

2,
00

0
2
,
50

0
3
,0

00

2,
01

0
3,

00
0

99
0

4,400 4,400 4,400 4,400 4,400 4,400
200 4,200

2004,400

17,600 13,200

700 3,000 700

1 2 3 4 5 6 7 8

Ｅ

Ｗ
Ｓ

Ｎ

87654321

200 4,400 4,400 4,400 4,400 4,400 4,400 4,400

30,800

2,100 2,300 1,700 2,700 1,415 2,985 1,700

1,600

200

F

E

D

C

B

A

4
0
0

1,
60

0

7,
50

0
8,

50
0

3,
00

0
6
,0

00
1
6,

00
0

4
,
45

0
4
,0

5
0

改修換気設備図・各種計算書 Ｍ-０９

ﾀﾞｸﾄの防火区画貫通施工要領図

FD

2,3006,700

4
,4

50
4
,
45

0 物入

屋根軒先

Ｍ

炉前ホール

玄関ポーチ

消

消

消

消

消

男子WC 女子WC

炉室 職員ﾄｲﾚ

EA

EA E
A

OA

OA

O
A

OA
E
A

OA

O
A

E
A

EA

E
A

OA

待合室２

待合室１

多目的室

SK

みんなのトイレ

オイルタンク室

倉庫

納骨スペース

水場
事務室増築

HEU-3 FC-5 FC-2 FC-4 FC-1

FE-1

FC-6 FC-6

HEU-2 HEU-2

FC-4

FC-6

FC-2

FC-2

FC-4

150

150

150

150

100

100

150

150

150 150 150

150

150 150 150

150

100

100

HEU-1

100,100

FC-3

増築事務所の外壁は鉄骨造

DC DC

DC DC DC DC DC

DC DC DC

DC

DC

DC

DC DC DC

FC-5

HEU-3 HEU-3
風除室

※ 1 ～ 7 、C 通りの軒下ﾊﾟｲﾌﾟﾌｰﾄﾞはSUS製、ｶﾞﾗﾘ、防虫網付、指定色塗装の平形ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟとする。

100
既存

既存
150 既存

既存

150,150

既存

既存開口利用

換気扇取付高さ≒FL+6500

窯業系外壁貫通

FD防火ﾀﾞﾝﾊﾟ付

FD防火ﾀﾞﾝﾊﾟ付

FD防火ﾀﾞﾝﾊﾟ付

炉前ﾎｰﾙ

納骨ｽﾍﾟｰｽ
99.753

床面積

Ａｆ（㎡）
室名

Ｎ（㎡） V=20Af/N

計算式

m3/h
換気扇記号

m3/h

換気扇風量
Ｎ:類似用途

計算必要風量

ホール
20x99.753

(HEU-2)x2台 250x2=500498.8
4(3～5)中間値

4

◎無窓の居室の換気量確認

1人の占有面積

室名
（㎡）

床面積 平均天井高

（ｍ）

気積

（m3）
換気の種類

給気機による 排気機による 換気回数

ｎ給気量 m3/h 排気量 m3/h

待合室1

待合室2

事務室

待合ﾎｰﾙ

29.815

28.980

22.400

55.592

99.753

2.84

2.84

2.70

2.70

3.80

84.68

82.31

60.48

150.10

379.07

1

1

1

1

1
炉前ﾎｰﾙ

納骨ｽﾍﾟｰｽ

350(HEU-3)

350(HEU-3)

350(HEU-3)

90(HEU-1)

250(HEU-2)

×2台=500

350(HEU-3)

350(HEU-3)

350(HEU-3)

90(HEU-1)

250(HEU-2)

×2台=500

4.1

4.2

1.4

2.3

1.3

◎居室の換気量確認（シックハウス）

FDφ150x3

その他のﾊﾟｲﾌﾟﾌｰﾄﾞはSUS製、防虫網付、指定色塗装の深形ﾌｰﾄﾞとする。

待合ホール

湯沸室

防火ﾀﾞﾝﾊﾟｰ本体(防火設備該当品)

1.5mm以上の鉄板

大臣認定充填材

防火ﾀﾞﾝﾊﾟｰ本体を支持
防火ﾀﾞﾝﾊﾟを表す

防火区画等を貫通するﾀﾞｸﾄの

炉前ﾎｰﾙ炉室

改修換気設備平面図　S=1/100

・建築工事にて天井、壁、床の内装を改修する。

　　DCは躯体壁のﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞｶｯﾀｰ貫通を表す。

　　既存は撤去ﾀﾞｸﾄの貫通孔を利用する。(径違いは増径斫りする)

・換気扇類の天井開口補強は本工事とする。

DC
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工　事　名

図　　　名

一級建築士事務所有限会社 館　設計

TATE SEKKEI縮　尺

1

承　　　認 検　　　図 製　　　図

改　　　　　定 確　認 承　認　年　月　日

　．　　．

　．　　．

　．　　．

　．　　．

　．　　．

2

1

3

4

5

設計番号

図面番号
管理建築士　松塚　榮　　　　一級建築士　第１０１２３０号

北 部 斎 場 大 規 模 改 修 工 事
R 7 年 3月　 日

知事第２２－１０Ａ－０３４８号

A1 A3

み
ん
な
の
ト
イ
レ

湯
沸
室

多
目
的
室

男
子
Ｗ
Ｃ

女
子
Ｗ
Ｃ

1 2

2

1

1

1

1

1

４

１

２

１

１

１

１

C1

U1

Cm

Cw

C2

OS

L1

番 号 名 　　称 参考形番 参考形番 主 要 付 属 金 具

部 屋 名

計

BC-P20SUM CS597BPC

TEL26706J AM-311TCV1

壁掛形小便器 U-A51AP UFS900R ｾﾝｻｰ一体形,AC100V

MB-501(ﾌﾟﾙｰﾝ)

TEL26706J

洗面器

洗面器

ｶｳﾝﾀ・ﾎﾞｳﾙ一体形

ｶｳﾝﾀ・ﾎﾞｳﾙ一体形

MB-501K(ﾌﾟﾙｰﾝ)

AM-311TCV1

PTOM-B210S UAS81RSC1NW
ｺﾝﾊﾟｸﾄ形、ﾛｰﾀﾝｸ式洗浄、ｽﾄｰﾏ洗浄金具、水ｾｯｹﾝ入、鏡、ﾜﾝﾀｯﾁ紙巻器、配管ﾊﾞｯｸ（ﾌﾚｰﾑ､甲板､前板、左右側板x2）

節電形3L形電気温水器(1φ100V-700W)

壁掛洗面器 L-275AN L250C

衛 生 器 具 表

BC-P20SUM CS597BPC掃除口付洋風大便器

掃除口付洋風大便器 密結防露ﾛｰﾀﾝｸ(手洗無､蓋固定形）,ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ洗浄便座(壁付ﾘﾓｺﾝ)、SUS耐荷重棚付二連紙巻器(CF-63HS,YH701)

密結防露ﾛｰﾀﾝｸ(手洗無､蓋固定形）,ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ洗浄便座(蓋無･大形ﾎﾞﾀﾝ壁付ﾘﾓｺﾝ･車いす用接続金具)、SUS耐荷重棚付二連紙巻器(CF-63HS,YH701)

（ｸﾞｰｽﾈｯｸ形自動混合水栓、排水栓無形Sﾄﾗｯﾌﾟ、6L形電気温水器(1φ100V-700W)同固定金具･床用止水栓）x2

（ｸﾞｰｽﾈｯｸ形自動混合水栓、排水栓無形Sﾄﾗｯﾌﾟ、6L形電気温水器(1φ100V-700W)同固定金具･床用止水栓）x2

ｶｳﾝﾀｰ一体形、ｸﾞｰｽﾈｯｸ形自動混合水栓、3L形電気温水器(1φ100V-700W)、壁給水･排水

※衛生陶器は防汚ｺｰﾃｨﾝｸﾞ処理仕様とする事。

MC50(ﾌﾟﾚｰﾝ)

MC50(ﾌﾟﾚｰﾝ)

ｵｽﾄﾒｲﾄﾊﾟｯｸ

２連ﾀｲﾌﾟ、洗面ﾎﾞｳﾙ、ｶｳﾝﾀ寸法：W=1510･D=500、１方ｴﾌﾟﾛﾝ(正面)、ｹﾝﾄﾞﾝ式ﾌﾛﾝﾄﾊﾟﾈﾙ

２連ﾀｲﾌﾟ、洗面ﾎﾞｳﾙ、ｶｳﾝﾀ寸法：W=1510･D=500、１方ｴﾌﾟﾛﾝ(正面)、ｹﾝﾄﾞﾝ式ﾌﾛﾝﾄﾊﾟﾈﾙ

職
員
ト
イ
レ

1

Ｓ
Ｋ

事
務
室

屋
外

1 2

1

2

1 2

１

３

１

２T3

T2

T1

S1

T4

T5

T6

AC-OK-F11

ﾍﾞﾋﾞｰﾁｪｱ

ﾍﾞﾋﾞｰﾍﾞｯﾄ

AC-BK-F62

YKA24S

T112CU22KF-701AEJ

たて形おむつ交換台

W=600,樹脂被覆

YKA16S

小便器手すり

SK22AS-202A掃除流し 横水栓,専用止水栓,Sﾄﾗｯﾌﾟ,共栓

Ｌ形手すり T112CL10 樹脂被覆、L･H=700、D=120

ｺｰﾅｰ設置形

1

1

１

１

跳ね上げ形手すり KF-471EH70JU T112HK7R 樹脂被覆、L=700、ﾛｯｸ付

着替え台 YKA41R 折り畳み収納式

KF-920AE70D12J

AC-CB-14

1５

2 2 1

1 1

1

５

２

１

１

１

H1

M1

F1

F2

F3

P1

洗濯機用単水栓

化粧鏡 KF-D3611AS YMK51K 360x1000H

ﾌｯｸ KF-28 YKH21WR ﾀﾞﾌﾞﾙﾌｯｸ

緊急止水機能付TW11RFLF-WJ50KQA-U

横水栓 LF-15-13U T28AUNH13 ﾎｰｽ差込式ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ付

洗濯機用ﾊﾟﾝ PF-6464AC PWP640N2W 640x640、樹脂製縦引ﾄﾗｯﾌﾟ

湯水混合水栓 SF-WM435SYN TKS05311J 壁付泡沫ｼﾝｸﾞﾙﾚﾊﾞｰ形

E1 電気温水器 EHPN-CA6ECS2 REW06A1E1S 1先止水栓別設置式、6L形(1φ100V-700W)、出湯温度設定形、固定金具･排水部材棟付属品共

３

３

1

1

1

1

1

1

1

1

1

種　　類番 号 管　　底 桝　　蓋 番 号 種　　類 管　　底 桝　　蓋 番 号 種　　類 管　　底 桝　　蓋 番 号 種　　類 管　　底 桝　　蓋排
　
水
　
桝
　
表

50

51

52

53

54

55

56

57

60

61

80

81

82

83

84樹脂製鎖付き

樹脂製鎖付き

樹脂製鎖付き

樹脂製鎖付き

樹脂製鎖付き

内蓋+防護蓋T14

内蓋+防護蓋T14

内蓋+防護蓋T14

内蓋+防護蓋T14

内蓋+防護蓋T14

樹脂製鎖付き

樹脂製鎖付き

樹脂製鎖付き

内蓋+防護蓋T14

内蓋+防護蓋T14GL-300

GL-345

GL-370

GL-385

GL-466

GL-584

GL-626

GL-710

φ200-小口径桝-90Y

φ200-小口径桝-90L

φ200-小口径桝-90Y

φ200-小口径桝-90L

φ200-小口径桝-90Y

φ200-小口径桝-90Y

φ200-小口径桝-ST

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

雨水桝

雨水桝

雨水桝

雨水桝

雨水桝

φ200-小口径桝-90L

φ200-小口径桝-ST

φ200-小口径桝-ST

φ200-小口径桝-90Y

φ200-小口径桝-90L

GL-300

GL-400

GL-300

GL-390

衛生器具表・桝表

φ200-小口径桝-90Y

内蓋+防護蓋T14雨水桝

内蓋+防護蓋T14雨水桝 φ200-小口径桝-DR GL-1240

φ200-小口径桝-90L

φ200-小口径桝-90L

85

86

GL-410

GL-470

φ200-小口径桝-90L

GL- 550

GL- 600

－－ －－ Ｍ-１０
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工　事　名

図　　　名

一級建築士事務所有限会社 館　設計

TATE SEKKEI縮　尺

1 1
200

承　　　認 検　　　図 製　　　図

改　　　　　定 確　認 承　認　年　月　日

　．　　．

　．　　．

　．　　．

　．　　．

　．　　．

2

1

3

4

5

設計番号

図面番号

100

管理建築士　松塚　榮　　　　一級建築士　第１０１２３０号

既存衛生設備平面図

北 部 斎 場 大 規 模 改 修 工 事
R 7 年 3月　 日

知事第２２－１０Ａ－０３４８号

A1 A3

13,20017,600

4,400 200
4,200200

4,4004,4004,4004,4004,4004,400

炉室

風除室

炉前ホール

和室８帖

和室８帖

待合ホール

玄関ポーチ

87654321

倉庫

Ｍ

湯沸室

男子WC
女子WC

倉庫

オイルタンク室

和室６帖

GG

G

G

G

以降詳細図参照

2 3
4

5

50

50

50 15

15 15

ボイラー室

COA50

30

30

65

15

15

15

15

GV15

MT15-600L

事務室

COA40

50

COA50

MT15-600L

15

Ｂ
Ｐ

MT15-600L

石庭

15

15
40

65 65

6565

65

65

65

以降詳細図参照

10

11 12

13

20 21 22 23

24 25 26 27

28

29

17 18

Ｅ

Ｗ
Ｓ

Ｎ

100 100

10
0

100

125 125

12
5

12
5

75

7575

20

20

20

20

20

既存浄化槽撤去･詳細図参照

16
,0

0
0

6
,0

00
3,

00
0

8,
50

0
7,

50
0

A

B

C

D

E

F

土間範囲

G
G

50

504040

20
32

20

20 20

75

75

10
0

10
0

女子WC

COA100

65
65

COA65

40

75

COA75

50

50

75

10
0

40

COA40

COA40

20

40

40

25COA100

男子WC25

倉庫

以降別図参照

20
20

天
井

内
配

管

撤去

撤去

湯沸室
撤去

撤去

撤去 撤去 撤去 撤去

以降別図参照

既存衛生設備詳細図　S=1/50

・図の衛生器具、配管を撤去処分する事。ただし構造体貫通の

　配管は再使用してよい。

・躯体貫通孔はﾓﾙﾀﾙで埋め戻し補修し、仕上げは建築に引き渡す。

床下ﾋﾟｯﾄ

4,400 4,400
32 4

E

6

125

100

土間範囲

17

18

雨水桝

雨水桝

RC-1A

RC-1A

24

25

26

27

28

29

30

雑排水桝

雑排水桝

雑排水桝

雑排水桝

雑排水桝

雑排水桝

雑排水桝

RC-3A

RC-3A

RC-3A

RC-3A

RC-3A

RC-3A

RC-3A

20

21

22

23

雑排水桝

雑排水桝

雑排水桝

雑排水桝

RC-3A

RC-3A

RC-3A

RC-3A

番号 名称 形状 深さ(mm) 桝蓋 施工

1

2

3

4

5

6

7

番号 名称 深さ(mm)形状 桝蓋 施工

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

SC-2A

SC-2A

SC-2A

SC-2A

SC-2A

SC-2A

SC-3A

10

11

12

13

雑排水桝

雑排水桝

雑排水桝

雑排水桝

RC-2A

RC-2A

RC-2A

RC-2A

350

450

500

460

520

640

800

450

450

450

450

400

400

800

830

860

900

960

1030

1040

1060

1090

1240

1480

ｺﾝｸﾘｰﾄ

ｺﾝｸﾘｰﾄ

MHB

MHB

MHB

MHB

MHB

MHB

MHB

MHB

MHB

MHB

MHB

MHB

MHB

MHB

MHB

MHB

MHB

MHB

MHB

MHB

MHB

MHB

撤去

撤去

撤去

撤去 撤去

撤去

撤去

撤去

【既存桝表表】

台数

3

3

2

3

3

1

U-308C、ﾌﾗｯｼｭﾊﾞﾙﾌﾞ

L-230D、立水栓

TS119AS3

T13-30AR

Ｌ形木製

名称

洋風大便器

小便器

洗面器

化粧鏡

自在水栓

手すり

形状　形番等

【撤去　ＷＣ湯沸室衛生器具表】

BC-P20ﾛｰﾀﾝｸ式、洗浄便座、紙巻器

地下タンク

既存衛生設備撤去平面図　S=1/100

GL
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装表層(本工事)50

15
0

上層路盤M40(本工事)

ｱｽﾌｧﾙﾄｶｯﾀｰ入

15
0

下層路盤RC40(本工事)

H(
桝

表
参

照
)

排水管
給水管

山砂入替

図の範囲はｶｯﾀｰ入の上

ｱｽﾌｧﾙﾄ表層撤去

※上記範囲は給油設備､衛生改修工事の

撤去範囲も含む。同図面参照。

屋外配管復旧詳細図　S=1/30

※撤去に伴う掘削埋戻改修と共に上図による。

ｱｽﾌｧﾙﾄｶｯﾀｰ入

ｱｽﾌｧﾙﾄｶｯﾀｰ入

ｱｽﾌｧﾙﾄｶｯﾀｰ入

ｱｽﾌｧﾙﾄｶｯﾀｰ入 7

沈殿分離槽

接触ばっ気槽

沈殿槽

放流ﾎﾟﾝﾌﾟ槽

沈殿槽

消毒室

接触ばっ気槽

山砂充填

山砂充填

沈殿分離槽

放流ﾎﾟﾝﾌﾟ槽

30

60
0x

60
0x

18
00

H

山砂充填

23
95

15
0,

15
0

ﾏﾝﾎｰﾙ、かさあげ撤去

上ｽﾗﾌﾞ撤去（5100x2400x150H）

浄化槽内は施設の実施にて汲み取り、消毒処理する。その後、

本工事にて山砂を水締め充填する。槽本体･地中構造部は残置する。

φ500φ500φ500φ500

125

125

総容量

沈殿分離槽

接触ばっ気槽

沈殿槽

消毒室 0.058　m3

0.788　m3

1.550　m3

4.995　m3

7.391　m3

浄化槽撤去要領図　S=1/50

GL

水中ﾎﾟﾝﾌﾟ配管撤去

単独処理浄化槽 50人槽 90PPM放流形

底部に水抜孔を明ける

【 既存各槽の容量 】

5100

24
00

・図の衛生器具設備、機器、配管類を撤去処分する事。

DA15-1200L

MT15-600L

現状維持

BAV15

建築基礎工事並行作業

既存水栓柱移設

125

既存放流管は雨水放流にて

再利用するので現状維持

給水主管はここまで

再利用するので現状維持

20

40 15

改修に関連する部分は切断処理する

ｽﾗﾌﾞ下の配管は埋め放しとするが

天井内配管撤去処分

納骨スペース

貸与ｶﾞｽ器具類は返却

1

※以降給水管、排水管、雨水管は

特記再使用部分以外は撤去処分する

現状維持

仮設配管分も含む

Ｍ-１１

量水器廻りは再利用

するので現状維持

※以降給水管、排水管、雨水管は

特記再使用部分以外は撤去処分する



TEL　0187-63-4933　FAX　0187-62-4717　秋田県大仙市大曲あけぼの町１４－２５

工　事　名

図　　　名

一級建築士事務所有限会社 館　設計

TATE SEKKEI縮　尺

1 1

200

承　　　認 検　　　図 製　　　図

改　　　　　定 確　認 承　認　年　月　日

　．　　．

　．　　．

　．　　．

　．　　．

　．　　．

2

1

3

4

5

設計番号

図面番号

100

管理建築士　松塚　榮　　　　一級建築士　第１０１２３０号

北 部 斎 場 大 規 模 改 修 工 事
R 7 年 3月　 日

知事第２２－１０Ａ－０３４８号

A1 A3

4,400 4,400 4,400 4,400 4,400 4,400
200 4,200

2004,400

17,600 13,200

700 3,000 700

1 2 3 4 5 6 7 8

Ｍ

1540

50

50

EH

125

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

土
間
範
囲

土間範囲

衛生設備 改修平面図　S=1/100

50

ｱ
ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙ
ﾄ
舗

装

建築工事雨水管に接続

建築工事雨水管に接続 建築工事雨水管に接続

既存給水引き込み管 50mm

既存量水器30mm現状維持

量水器桝共現状維持

50 51 52 53

54 55

80 81

既存MT15-600L

物入

風除室

消

消

消

消

炉室

オイルタンク室

倉庫

多目的室

男子WC

みんなのトイレ

納骨スペース

水場

玄関ポーチ

ｿﾌﾄｼｰﾙ止水栓 50

弁桝 VC-P

詳細図参照

炉前ホール

既存水栓柱移設

待合ホール

詳細図参照

消

湯沸室

待合室２

待合室１

125

Ｂ

職員ﾄｲﾚ

A

A

A
A

50

10
0

75
100 57

水路に放流
P 排水圧送管

100

65

COA65

50

100 100

30

弁桝 VC-P

ｽﾄﾚｰﾄ止水栓32

10
0

100

30

30

A
10

0

40

F1 E1

土間

仮設待合室
A

B

C

D

E

1
6,

00
0

3
,0

00

5,
50

0
7
,5

00

2,
00

0
2
,5

00
3
,0

00

2
,0

10
3,

00
0

99
0

6
,0

00

F

Ｅ

Ｗ
Ｓ

Ｎ

87654321

200 4,400 4,400 4,400 4,400 4,400 4,400 4,400

30,800

2,100 2,300 1,700 2,700 1,415 2,985 1,700

1,600

200

F

E

D

C

B

A

4
00

1,
60

0

7
,5

00
8
,5

0
0

3
,0

00
6,

00
0

1
6,

00
0

4
,4

50
4
,0

50

改修衛生設備平面図

土間範囲の埋め戻し復旧は

掘削土埋め戻しとする

事務室増築

柱に堅固に支持

RM形ﾊﾝﾄﾞﾙ共
MT20-800L

既存排水池へ

125

56

DA20-1200L

F2

25

20

30

30

30

701-219-13(ｶｸﾀﾞｲ)
給水栓黒色泡沫横水栓

給水管布設替え

既存配管目隠し巻き直し
SGP-PB15､黒着色保温材

GV15(ｺｱ10k:最大水量抑制用)

既存給水管15A-SUSﾗｯｷﾝｸﾞ直し

82

65
P

仮設汚水管接続

40

65

仮設工事範囲

SK

女子WC

61

60

83 84
15

建築基礎工事並行作業

85

86

15

ｽﾄﾚｰﾄ止水栓20x2
弁桝 VC-Px2

75 75
75

75

100

10
0

100

75

75

弁桝 VC-P
ｽﾄﾚｰﾄ止水栓32 ｶﾗｰVP75

GL+3000
防虫網NVP-V75

新設合併処理浄化槽　30人槽

詳細図参照

浄化槽ﾌﾞﾛｱ

圧縮空気配管
ｻｲｽﾞｱｯﾌﾟ

(現状維持・再使用)

GL
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装表層(本工事)50

15
0

上層路盤M40(本工事)15
0

下層路盤RC40(本工事)

H(
桝

表
参

照
)

排水管
給水管

山砂入替

※上記範囲は給油設備､衛生改修工事の

屋外配管復旧詳細図　S=1/30

図の範囲は表層復旧範囲を表す

復旧範囲も含む。同図面参照。

※改修に伴う掘削埋戻は上図による。

S20x15

20

10
0

75

接続直し

接続直し

既存雨水管を接続

自在

仮設配管分も含む

30

Ｍ-１２

仮設通路

S50x25

弁桝 VC-Px2
ｽﾄﾚｰﾄ止水栓25x2

25 25

25

25

25

MT25-1000L

仮設給水接続口PP20

仮設雑排水接続口VP65

下部砕石敷400ﾛx200H

100

20

20



みんなのトイレ
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工　事　名

図　　　名

一級建築士事務所有限会社 館　設計

TATE SEKKEI縮　尺

1 1

承　　　認 検　　　図 製　　　図

改　　　　　定 確　認 承　認　年　月　日

　．　　．

　．　　．

　．　　．

　．　　．

　．　　．

2

1

3

4

5

設計番号

図面番号
管理建築士　松塚　榮　　　　一級建築士　第１０１２３０号

北 部 斎 場 大 規 模 改 修 工 事
R 7 年 3月　 日

知事第２２－１０Ａ－０３４８号

A1 A3

4,400

7 8

2,300 1,700 2,700 1,415

43

E

D

2,
50

0
3,

00
0

2
,0

00
2,

50
0

3,
00

0

3,2001200

2,985

E
W

ロッカー

オイルタンク室

倉　庫

Ｔ

EH

EHE
W

E
W

E
W

E
W

EW

職員トイレ

湯沸室

1
00 40

Ca止 Ca止
接続

接続

接続

65
6
5

COA65

5
0

再利用部以外残置しｷｬｯﾌﾟ止

構造体貫通配管の貫通部は

(復旧部よりの浸水防止)

65

Ca止

多目的室

3
0

30 30 25

20

20

20
20

電気温水器
1φ100V700W

COA100

露出部は

ｶﾗｰVP50

DCφ150-300L
DCφ 75-300L

10
0

100

100

75
7
5

COA100

65

PP
xG

P

採用ﾒｰｶｰの施工要領による事。
電源工事も同様。

ｵｽﾄﾒｲﾄﾊﾟｯｸの配管要領は

女子ＷＣ

5
0

2
0

50

20

75

COA100

3L形

電気温水器

付属品共

天
井

内
配

管

露出部は

ｶﾗｰVP50

2
5

20

40

40

65

VC-B2-50VC-B2-50

10
0

10
0

75

50

40

40

7
5

100

50

20
20

20

電気温水器 6L形

付属品共

待合ホール

各ＷＣ、湯沸室詳細図　S=1/30

職員トイレ詳細図　S=1/30

地上オイルタンクスペース

DCφ150-300L
DCφ 75-300L 25

25

20

20

ﾐﾆﾊｯﾁ共
MT25-400L

50

50

50

10
0

COA50

洗濯機

COA100

床下ﾋﾟｯﾄ構造 床下土間構造

床ｽﾗﾌﾞ解体復旧は建築工事。

ｽﾗﾌﾞ下の掘削、埋戻し(山砂入替)は設備工事。
既存ｽﾗﾌﾞの配管貫通孔はﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞｶｯﾀｰによる。

5

E

F

床下土間構造

床ｽﾗﾌﾞ解体復旧は建築工事。

ｽﾗﾌﾞ下の掘削、埋戻し(山砂入替)は設備工事。

接続

4
0

25

50

男子ＷＣ

25

2
0

2
0

3
0

・土間埋設の給水管は水道用二層ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管とする。

40

2
5

25

10
0

1
00

75

MT30-800L
MT25-800L

COA100

20

20

・ﾋﾟｯﾄ内、FL以上の給水配管はﾎﾟﾘ粉体ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管(ｺｱ継手)とする。

・屋内布設の排水管は桝まで硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管(VP厚肉)とする。

50

50

ＳＫ

1φ100V-1100W

6L形

1φ100V-1100W

E1 F1

H1
1φ100V700W

電気温水器 3L形x2

T6

C1

T4

25
COA100

T1

Cm

M1

M1

U1

x2

T3 S1

COA65

M1

M1

Cw

3L形x2
1φ100V700W

電気温水器

C1

T4

T1

T1

T4

C1

T2

L1

M1

C2

T5

T4
OS

H1

C1

T4

E1

F1

P1

F2

DCφ150-300L

ｽﾗﾌﾞ(150H)､砕石(120H)、断熱(25H)復旧は建築工事。 ｽﾗﾌﾞ(150H)､砕石(120H)、断熱(25H)復旧は建築工事。

50 51 52

既存SL

既存SL

既存SL

改修衛生設備平面詳細図 Ｍ-１３30 60

Ｅ

Ｗ
Ｓ

Ｎ



Ａ－Ａ断面図 Ｓ＝１／４０

7
5
0

2
4
5
0

1
7
0
0

夾雑物除去槽 嫌気ろ床槽 担体
流動槽

沈殿槽

消毒槽

流入管底

2
0
0

1
5
0

2
6
5
0

2
0
0

2
2
5
0

2
8
0
0

散気管 エアリフトポンプ

臭突口φ７５ 薬剤筒汚泥移送管φ５０

5
2
0

放流管底
放流ポンプ槽

開口補強筋要領図アンカー詳細図
・アンカーは土木工事に含む。

鉄筋D-13
シャックル

シャックル

ターンバックル

40d40d

1
0
0
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40d

各1-D13ﾀﾞﾌﾞﾙ

送風機　平面断面図 Ｓ＝１／１０

送気ホース
20A（付属品）
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フローシート

循環・汚泥移送
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槽

去

流
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ン

放

槽
プ

P

P

放流ポンプ

0.15kWx2台

プルボックス
(別途工事）

ＡＣ１００Ｖ
１φ２Ｗ（Ｒ．Ｓ）

１φ２Ｗ（Ｒ．Ｓ．Ｅ）
ＡＣ１００Ｖ

ＷＰ

ＷＰ

ＷＰ

屋外防水コンセント

（アースターミナル付）

Ｍ

ばっ気ブロワ

（Ｄ種接地工事）

１６０Ｗ

Ｓ＝１／４０電気工事図

外部配管図 Ｓ＝１／４０

流入口φ１２５

φ４０

（ＧＬ－７５０）
（ＧＬ－４２５）（管芯）
排気口φ４０

放流口
（ＧＬ－５２０）

φ20

ばっ気ブロワﾘﾘｰﾌﾊﾞﾙﾌﾞ

φ20

臭突管
φ１００

（以降別途工事）

臭突口φ７５

送気口φ２０

頂版開口図 Ｓ＝１／４０

φ６００ φ６００φ４５０

Ａ

マンホール位置

2
3
5
0

1
5
0

1
5
0

2
6
5
0

700

4350

2950 700

Ｂ

Ｂ

Ａ

1050 1345615 850 490

φ４５０
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TEL　0187-63-4933　FAX　0187-62-4717　秋田県大仙市大曲あけぼの町１４－２５

工　事　名

図　　　名

一級建築士事務所有限会社 館　設計

TATE SEKKEI縮　尺

1 1

承　　　認 検　　　図 製　　　図

改　　　　　定 確　認 承　認　年　月　日

　．　　．

　．　　．

　．　　．

　．　　．

　．　　．

2

1

3

4

5

設計番号

図面番号
管理建築士　松塚　榮　　　　一級建築士　第１０１２３０号

北 部 斎 場 大 規 模 改 修 工 事
R 7 年 3月　 日

知事第２２－１０Ａ－０３４８号

40 80 浄化槽設備図

・６ｔｏｎ仕様

担体流動循環方式

3

3

3
ｍ

３０　人

有　　効　　容　　量

０．２　ｍ　／人・日

９０　％以上

２０　ｍｇ／Ｌ

２００　ｍｇ／Ｌ

　　６．０　ｍ　／日

合併処理／ＨＣＺ－３０（Ｄ）

仕　　　　　　　様

計画汚水量

種類 ／ 型式

除　去　率

一人当り汚水量

夾雑物除去槽

放流水ＢＯＤ濃度

流入水ＢＯＤ濃度

処　理　方　法

処理対象人員

電　気　機　器　仕　様

０．１３１

担体流動槽

放流ポンプ槽

沈　殿　槽

送風機

嫌気ろ床槽

２００Ｌ／分（０．０２ＭＰａ）

５６　％以上

２０　ｍｇ／Ｌ

４５　ｍｇ／Ｌ

除　去　率

放流水Ｔ－Ｎ濃度

流入水Ｔ－Ｎ濃度

７０　％以上

３０　ｍｇ／Ｌ

１００　ｍｇ／Ｌ

除　去　率

放流水ＣＯＤ濃度

流入水ＣＯＤ濃度

９１　％以上

１５　ｍｇ／Ｌ

除　去　率

放流水ＳＳ濃度

流入水ＳＳ濃度 １６０　ｍｇ／Ｌ

消　毒　槽

フロートスイッチ付（内蔵）
放流ポンプ

８０Ｌ／分×５ｍ×０．１５ｋＷ×２台

３．３９５

１．５４２

０．０７８

０．７３７

３．３８０

１００Ｖ，１６０Ｗ，１台

コンクリート

特記事項

継ぎ手・定着長さ

鉄筋

ＦＣ＝１８Ｎ／ｍｍ

全て４０ｄとする

ＳＤ２９５Ａ（規格品）

配筋事項

使用材料 2

特記なき事項はＪＡＳＳ５による。

ＦＣ＝２１－１８（１５）－２０（２５）
但し、捨てコン・無筋コンクリートは

参　考　図

A1 A3
Ｍ-１４
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知事第２２－１０Ａ－０３４８号

R 7 年 3月　 日

北 部 斎 場 大 規 模 改 修 工 事

管理建築士　松塚　榮　　　　一級建築士　第１０１２３０号

200

図面番号

設計番号

5

4

3

1

2

　．　　．

　．　　．

　．　　．

　．　　．

　．　　．

　年　月　日 承　認確　認改　　　　　定

製　　　図検　　　図承　　　認

400
11

縮　尺 TATE SEKKEI

館　設計有限会社 一級建築士事務所

図　　　名

工　事　名

TEL　0187-63-4933　FAX　0187-62-4717　秋田県大仙市大曲あけぼの町１４－２５

軒先

松伐根

松伐根

仮設廊下(木造屋根付き)15.68㎡

既存建物（ＲＣ造）

1
3
7.

5

5
,5

00
1,

00
0

8,
85

0

13,880

外部足場

2,600

50 51

100

P

既存浄化槽

新設浄化槽

50－51は改修汚水桝

以降仮設待合室平面図参照

仮設汚水圧送管VP40

土間範囲は埋設

仮設汚水圧送管VP40

P

仮設衛生設備配置図　S=1/200

90Y

ｱｽﾌｧﾙﾄ

・仮設配管は撤去、処分まで本工事とする。

P

P

P

P

P

仮設汚水圧送管VP40

土間範囲は埋設

VPxPP

VPxPP

PP40

VP40

既存汚水桝に接続

※仮設撤去、閉塞まで本工事

２、排水管、浄化槽改修後に接続替え

P
VP40

土間範囲

ｱｽﾌｧﾙﾄ範囲

土間範囲 ｱｽﾌｧﾙﾄ範囲

GL-400程度

GL-400程度

PP40:既存側溝内ｺﾛｶﾞｼ配管

積雪・凍結の時期まで切替を完了する

１、排水管、浄化槽改修まで既存浄化槽に放流する

※仮設撤去まで本工事
Ｂ A

VP20接続替え

既設浄化槽ﾌﾞﾛｱ移設
最終的に撤去

仮設配置図 Ｍ-１５

仮設待合室(鉄骨造) 76.34㎡

詳細図参照

Ｎ

Ｓ

Ｗ

Ｅ
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工　事　名

図　　　名

一級建築士事務所有限会社 館　設計

TATE SEKKEI縮　尺

1 1

承　　　認 検　　　図 製　　　図

改　　　　　定 確　認 承　認　年　月　日
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設計番号

図面番号
管理建築士　松塚　榮　　　　一級建築士　第１０１２３０号

北 部 斎 場 大 規 模 改 修 工 事
R 7 年 3月　 日

知事第２２－１０Ａ－０３４８号

A1 A3
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２ ２ ２ ２ ２２ ２ ２ ２ ２

２ ２

２ ２
ＢＥ ＢＥ ＢＥ ＢＥ ＢＥ

SW SW SW SW SW

２ ２ ２ ２ ２
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２ ２
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ハ
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ス
柱

芯
寸

法

5
,
5
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0

Ｙ２

Ｙ１

2,3302,280

ハウス柱芯寸法

13,880

2,330 2,330 2,330 2,280

Ｘ１ Ｘ３Ｘ２ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７

3
0
0

▽ＧＬ 45
0

5
0 3
2
0

17
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1
1
0

60

4
0

【仮設待合室】　1/20

450

550

50 50

4
0
0

60
5
0

100
20

70 50

300

呼び200*400*100
ＣＢ　２段

（Ａ種以上）

▽ＧＬ

3
0
0

1
1
0 1
0
0

Y通り（布基礎）

9585

180

室外側 室外側室内側 室内側

X通り（妻側スカート）オプション

60 60

120

6
0

5
034

9
20

▽ＧＬ

220

▽ＧＬ

60
1
00
1
43

1
50

D10-300@

【仮設廊下】　1/20

布基礎 段

50 300 300 50

D10

10
0

床面積　76.34㎡仮設待合室衛生設備平面図　S=1/30

仮設待合室衛生設備図 Ｍ-１６
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COA100
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40

5
0

40

5
0

2
0

通気弁50

50

50

50

65 65

50

40 50

FL+2300程度

屋外露出部のみＶＰ管

以降仮設配置図参照

仮設待合室仮設待合室

通路

女子ＷＣ

男子ＷＣ

以降平面図参照

※仮設工事の施工区分は

衛生器具、流し・・・別途ﾌﾟﾚﾌｧﾌﾞ工事

給水配管、流し水栓金具・・・機械設備本工事

排水配管、汚水槽、放流管・・・機械設備本工事

P

VP40

P

P

汚水放流配管VP40

埋設

P

汚水圧送管
汚水圧送管

※上記仮設の最終撤去まで各工事の範囲とする。

ﾃﾞｯｷﾀｲﾌﾟ自在単水栓 x2

GL+3000

防虫網NVP-V50

1
00

▲ ▲

土
被

り
4
0
0
程

度

土
被

り
4
0
0
程

度

仮設通路仮設通路 UPUP

埋設

20

Ｐ

CV40

100

排水貯留槽ﾕﾆｯﾄ

排水ﾎﾟﾝﾌﾟ用屋外ｺﾝｾﾝﾄ(ﾌﾟﾚﾌｧﾌﾞ工事)

形式：埋設形樹脂製汚物ﾎﾟﾝﾌﾟ槽　　槽容量：呼称300L,有効270L　　付属品：ﾏﾝﾎｰﾙ蓋、内部配管　　ﾀﾝｸ形番：TAZE2-30S50G

水中ﾎﾟﾝﾌﾟ：強化樹脂製単独自動運転形　　吐水量：30L/min　　口径：40mm　　全揚程：7mH2O　　動力：1φ100V-250W

付属品：ﾏﾝﾎｰﾙ、槽内配管、汚物用ﾁｬｯｷ弁、水中ｹｰﾌﾞﾙ５m以上 ﾎﾟﾝﾌﾟ形番：WUO4-405-0.25SL

排水貯留槽ﾕﾆｯﾄ

排水貯留槽ﾕﾆｯﾄ 詳細図　S=1/30

100

RC40

15
0

900

ＧＬ

付属ﾏﾝﾎｰﾙφ450

25
0

掘削土埋め戻し

15
0

20
0

10
00

10
00

1000

4-D10
(割れ防止程度)

COA50

25給水管：SGP-PB、保温：給水用ﾜﾝﾀｯﾁﾗｲﾄｶﾊﾞｰ(厚20mm形)

排水、通気管：VU管、保温無し

冷暖房、換気機器類・・・別途ﾌﾟﾚﾌｧﾌﾞ工事
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